
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
「
社
会
問
題
」

　
　
　
　
社
会
政
策
お
よ
び
中
間
層
政
策
の
展
開
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
－
　
三
月
前
期
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」

　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
１
　
「
杜
会
問
題
」
の
性
格
－
第
二
六
巻
第
五
号

　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
１
　
「
杜
会
間
題
」
発
生
の
原
因
と
「
大
衆
貧
窮
」
１
第
二
六
巻
第
六
号

　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
１
　
三
月
前
期
に
お
げ
る
政
策
の
展
開

　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
１
　
国
家
的
杜
会
政
策
の
開
始
１
１
一
八
三
九
年
の
児
童
保
護
規
定

　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
１
　
児
童
労
働
を
招
来
し
た
要
因

　
　
　
　
　
　
　
　
○
Ｏ
　
機
械
の
導
入
１
１
技
術
的
要
因

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
工
場
主
の
利
潤
追
及
欲
１
１
経
済
的
要
因

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
ヵ
　
両
親
の
貧
困
１
１
杜
会
的
要
因

　
　
　
　
　
　
　
２
　
児
童
労
働
者
の
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
○
ｏ
　
児
童
労
働
老
の
地
域
別
お
よ
び
部
門
別
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
児
童
労
働
老
の
状
態
－
以
上
本
号

　
　
　
　
　
　
　
３
　
立
法
過
程

三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
間
題
」
嘗
（
川
本
）

と本

和

ゴ
ニ
　
（
一
九
九
）

良



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
皿
　
中
間
層
政
策
の
開
始
１
１
一
八
四
五
年
の
営
業
令

　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
皿
　
三
月
前
期
に
お
げ
る
政
策
展
開
の
特
徴
と
意
義

　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
皿
　
「
三
月
革
命
」
と
政
策
の
展
開

　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
１
　
「
三
月
革
命
」
と
「
杜
会
問
題
」

　
　
　
　
　
　
ｘ

　
　
　
　
　
　
ｕ
　
中
問
層
政
策
の
展
開
１
１
一
八
四
九
年
の
営
業
令

　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
皿
　
国
家
的
杜
会
政
策
の
展
開
１
１
一
八
五
三
年
法

　
　
　
　
　
　
ｘ

　
　
　
　
　
　
Ｍ
　
「
反
動
期
」
に
お
げ
る
政
策
展
開
の
特
徴
と
意
義

　
　
　
　
　
　
〔

三
二
（
二
〇
〇
）

　
皿
　
三
月
前
期
に
お
げ
る
政
策
の
展
開

　
〕
　
に
　
国
家
的
杜
会
政
策
の
開
始
１
１
一
八
三
九
年
の
児
童
保
護
規
定

「
ド
ィ
ツ
に
お
い
て
妻
た
、
労
働
者
の
保
護
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
模
範
に
し
た
が
っ
て
児
童
の
保
護
で
も
っ
て
始
ま
っ
草
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

な
わ
ち
、
「
ド
ィ
ツ
で
は
、
一
八
世
紀
末
に
、
工
業
化
と
と
も
に
児
童
労
働
の
第
二
の
局
面
が
始
ま
り
」
、
　
「
杜
会
立
法
の
本
来
の
歴

史
は
、
前
世
紀
の
中
葉
頃
、
袈
す
る
ド
ィ
ツ
の
工
業
化
と
と
乏
初
め
て
開
始
さ
れ
筥
の
で
あ
る
が
・
そ
の
具
体
的
農
開
は
・

「
プ
ロ
ィ
セ
ソ
が
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
保
護
立
法
を
模
範
と
し
て
、
と
く
に
牢
火
却
の
保
護
の
た
め
の
杜
会
立
法
で
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

開
始
し
、
そ
れ
に
他
の
ド
イ
ツ
諸
邦
が
直
ち
に
従
」
う
と
い
う
経
過
を
辿
っ
た
。

　
こ
う
し
て
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
け
る
国
家
的
杜
会
政
策
は
、
一
八
三
九
年
三
月
九
日
の
工
場
に
お
げ
る
年
少
労
働
者
の
雇
傭
に
っ
い



て
の
規
定
（
内
晶
巳
註
く
ま
胃
２
¢
団
霧
ｏ
ブ
以
｛
息
；
二
馬
彗
畠
｝
撃
ト
｝
ｇ
ｏ
二
目
霊
巨
斤
雪
く
旨
ｏ
・
竃
ぎ
Ｈ
・
◎
・
。
ｏ
・
１
以
下
、
児
童
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

規
定
と
略
す
）
で
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
は
、
ド
ィ
ツ
に
お
げ
る
最
初
の
杜
会
政
策
立
法
で
あ
っ
た
の
み
で
た
く
、
後
段

で
考
察
す
る
よ
う
に
一
八
五
三
年
五
月
ニ
ハ
日
の
工
場
に
お
け
る
年
少
労
働
者
の
雇
傭
に
っ
い
て
の
一
八
三
九
年
三
月
九
日
の
観
定

の
若
干
の
変
更
に
関
す
る
法
律
（
Ｏ
－
霧
¢
貝
訂
幕
豪
己
旺
箏
富
ト
９
己
ｏ
昌
お
９
０
霧
寿
。
ｑ
巨
註
易
く
§
ｏ
・
く
腎
二
・
。
。
。
ｏ
¢
げ
賢
２
¢

吋
＄
Ｏ
豪
｛
房
旨
。
・
盲
。
・
彗
昌
一
｝
胃
＞
｝
Ｏ
ま
二
箏
｛
彗
い
霊
げ
ユ
斤
彗
く
◎
昌
Ｈ
０
．
呂
巴
畠
鼻
－
以
下
、
一
八
五
三
年
法
と
略
す
）
に
よ
っ
て
修
正

さ
れ
た
後
、
一
八
六
九
年
六
月
二
一
日
の
北
ド
イ
ツ
連
邦
営
業
令
（
鶉
秦
ま
８
＆
昌
お
肇
Ｈ
ｑ
彗
オ
冒
竃
０
募
争
彗
雲
己
く
Ｏ
昌
Ｎ
Ｈ
・

Ｈ
昌
二
・
。
奉
）
に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
、
ド
ィ
ツ
帝
国
が
建
設
さ
れ
た
後
、
全
ド
ィ
ッ
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
意
義
を
も
担
っ
て
い

（
６
）

た
。　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
立
法
過
程
の
考
察
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
　
「
児
童
労
働
の
第
二
の
局
面
」
を
招
来
し
た
諸
要
因
お
よ
び
児
童
労

働
者
の
状
態
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
（
１
）
　
目
．
零
竃
Ｐ
Ｐ
Ｐ
○
二
・
。
ｏ
蜆
．
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
児
童
労
働
者
の
最
初
の
保
護
法
は
一
八
〇
二
年
に
発
布
さ
れ
、
っ
い
で
一
八
一
九

　
　
　
　
年
の
法
律
で
九
歳
未
満
の
児
童
の
就
業
禁
止
、
　
一
六
歳
未
満
の
年
少
老
の
労
働
時
間
が
一
二
時
間
以
内
に
制
限
さ
れ
、
さ
ら
に
一
八
三
三

　
　
　
　
年
法
で
工
場
監
督
官
制
度
の
導
入
等
の
改
善
が
な
さ
れ
た
後
、
一
八
四
七
年
の
法
律
で
集
大
成
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
一
八
三
三
年
法
が

　
　
　
　
と
く
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
（
○
胃
罫
ａ
卑
Ｏ
昌
彗
Ｐ
冒
¢
向
箏
芽
－
Ｏ
巨
冒
０
ｑ
ｑ
胃
｛
彗
誌
Ｏ
ぎ
箏
０
０
０
Ｎ
巨
帽
霧
Ｏ
訂
鷺
巨
お
一
団
¢
昌
■

　
　
　
　
Ｈ
漫
・
。
一
甲
Ｈ
◎
．
■
Ｏ
箒
ぎ
Ｏ
盲
｝
。
。
二
己
易
三
９
０
ら
己
胃
Ｐ
｝
０
岸
ぎ
曇
守
～
巨
己
撃
↓
昌
奪
思
昌
Ｏ
委
｝
濤
§
帽
｛
窃
冒
７

　
　
　
　
巨
お
胃
射
彗
婁
一
里
目
零
葦
Ｐ
四
Ｎ
膏
Ｏ
霧
Ｏ
巨
Ｏ
軍
¢
ま
Ｈ
葦
ｈ
け
。
。
Ｏ
ぎ
穿
－
昌
ｑ
○
つ
◎
註
与
ぎ
～
帽
◎
。
・
昇
冒
夢
冒
胴
畠
鼻
蜆
．
キ

　
　
　
　
Ｏ
・
－
邑
ｏ
Ｐ
ｐ
．
申
○
二
Ｈ
・
。
ド
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
長
谷
都
文
雄
訳
、
青
木
書
店
、
第
一
部
、
第
三
篇
、

　
　
　
　
第
八
章
、
第
六
節
、
四
七
七
～
四
七
八
ぺ
－
ジ
。
Ｂ
・
Ｌ
・
ハ
チ
ソ
ズ
、
Ａ
・
ハ
リ
ソ
ソ
、
前
掲
書
。
小
川
喜
一
、
前
掲
書
、
第
二
章
。

　
　
　
　
戸
塚
秀
夫
、
前
掲
書
、
と
く
に
第
三
篇
。
お
よ
び
吉
岡
昭
彦
、
前
掲
論
文
、
を
参
照
せ
よ
）
。

　
　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
員
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
二
〇
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）

三
四
（
二
〇
二
）

（
２
）
　
内
．
－
｝
一
■
■
ｑ
ミ
尉
一
Ｐ
Ｐ
○
．
一
〇
岬
一
■
．
声
｛
◎
－
ｏ
プ
ｏ
〇
一
串
串
Ｏ
二
　
Ｈ
べ
一
　
　
・

（
３
）
　
９
向
ａ
昌
｝
箏
Ｐ
串
”
．
Ｏ
ニ
ベ
一

（
４
）
　
向
竃
・
一
り
・
プ
ロ
ィ
セ
ソ
以
外
の
ド
イ
ツ
諸
邦
に
お
げ
る
児
童
労
働
者
の
保
護
は
、
バ
ィ
ニ
ル
ソ
で
一
八
四
〇
年
一
月
一
五
目
の
法
律
、

　
　
バ
ー
デ
ソ
で
は
一
八
四
〇
年
三
月
四
目
の
命
令
、
ザ
ク
セ
ソ
で
一
八
六
一
年
一
〇
月
一
五
目
の
営
業
法
、
ヴ
ユ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
で
は
一
八

　
　
六
二
年
二
月
一
二
目
の
営
業
法
、
に
ょ
り
開
始
さ
れ
た
（
９
向
ａ
昌
彗
Ｐ
串
串
○
二
Ｈ
Ｈ
・
言
ｈ
Ｏ
ｑ
彗
穴
；
貞
易
罫
○
易
Ｏ
巨
Ｏ
｝
け
¢
｛
胃

　
　
ヨ
己
胃
胃
げ
Ｏ
岸
巨
０
９
誌
Ｏ
｝
冒
己
Ｈ
富
Ｏ
－
Ｈ
竃
Ｐ
霊
己
一
〇
霧
Ｏ
巨
Ｏ
ま
９
雰
昌
箏
Ｈ
爵
Ｃ
。
一
旨
０
．
宗
易
二
宴
Ｏ
○
易
Ｏ
巨
Ｏ
｝
討
ま
『

　
　
■
品
¢
ｑ
胃
ト
｝
ま
胃
旨
↓
９
｛
¢
昌
穴
君
雪
豪
昌
易
一
吋
彗
Ｏ
Ｈ
〇
一
Ｃ
０
９
畠
旨
Ｎ
膏
○
易
Ｏ
巨
Ｏ
軍
¢
｛
胃
■
晶
¢
｛
霧
胃
げ
等
彗
宗
目

　
　
匿
己
霧
ぎ
宗
募
Ｏ
巨
彗
｛
く
◎
■
Ｈ
ざ
Ｏ
募
Ｎ
膏
○
晶
９
§
ユ
一
困
邑
巨
お
貫
り
べ
．
事
．
嚢
－
昌
彗
Ｐ
艮
¢
声
邑
音
鷺
ま
二
訂
Ｐ
巨
２
彗

　
　
０
っ
◎
Ｎ
邑
君
；
汀
芦
べ
・
声
．
○
Ｈ
邑
彗
｝
中
Ｏ
二
　
畠
ド
）
。
な
お
、
大
陸
最
初
の
児
童
労
働
者
の
保
護
法
は
、
一
八
一
五
年
に
。
ス
イ
ス
で
発

　
　
布
さ
れ
た
工
場
一
般
、
と
く
に
紡
績
機
械
に
お
け
る
年
少
者
の
た
め
の
法
律
（
く
胃
ｏ
邑
昌
轟
き
。
ｑ
彗
｛
胃
昌
－
邑
ｇ
警
『
釘
彗
－
烏
彗
｛

　
　
巨
ｑ
竃
句
昌
『
岸
彗
夢
¢
き
彗
Ｏ
叶
旨
｛
彗
Ｏ
彗
０
つ
胃
昌
昌
易
Ｏ
巨
目
彗
ず
易
◎
己
Ｏ
易
）
で
あ
る
（
内
◎
ぎ
ま
≧
↓
｝
易
０
ｑ
．
一
嚢
己
Ｏ
量
■
己
。
ぎ
－

　
　
巨
■
箏
０
ｑ
■
目
ｑ
句
巴
冒
寿
Ｏ
Ｏ
Ｏ
｝
巨
¢
■
巨
｛
胃
司
昌
巨
０
岸
ｑ
霧
～
｛
■
Ｏ
・
Ｒ
庁
－
¢
■
内
Ｐ
官
試
豪
冒
■
己
・
一
匝
胃
－
ぎ
Ｈ
雷
Ｏ
。
一
畠
．
）
。
　
ま
た
、
わ
が
国

　
　
に
－
お
い
て
プ
ロ
イ
セ
ソ
エ
場
法
の
成
立
過
程
を
取
り
扱
っ
た
業
績
と
Ｌ
て
は
、
杜
会
政
策
本
質
論
争
の
視
点
か
ら
の
業
績
、
犬
陽
寺
順
一

　
　
「
プ
ロ
イ
セ
ソ
初
期
工
場
法
成
立
史
論
」
、
『
杜
会
政
策
の
基
本
間
題
－
井
藤
半
弥
博
士
退
官
記
念
論
文
集
１
』
千
倉
書
房
、
一
九
六
〇
年
、

　
　
が
あ
る
。
立
法
過
程
の
概
要
は
、
藤
瀬
浩
司
『
近
代
ド
イ
ツ
農
業
の
彩
成
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
七
年
、
四
三
〇
～
四
三
ニ
ペ
ー
ジ
、

　
　
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）
　
事
．
穴
警
昌
彗
Ｐ
９
¢
声
ま
岬
馬
¢
｛
９
。
。
け
§
繧
ｏ
｝
竃
ｏ
っ
富
－
ｐ
号
◎
罧
昇
芦
べ
・
な
お
、
児
童
保
護
規
定
の
全
文
は
、
く
県
○
塁
卑
甲

　
　
Ｃ
。
彗
昌
巨
潟
Ｈ
・
。
。
。
Ｐ
旨
甲
旨
・
。
．
９
穴
．
ト
９
◎
貝
申
串
○
二
蟹
－
睾
肉
■
亭
豪
冒
９
０
・
易
Ｏ
巨
Ｏ
軍
¢
ｑ
睾
５
邑
胃
胃
ま
岸
巨
Ｕ
彗
叶
乙
。
－

　
　
ｏ
｝
す
■
｛
Ｈ
べ
蜆
ｏ
Ｉ
Ｈ
＠
◎
ｏ
芦
　
団
｝
■
｛
ド
　
Ｕ
◎
吋
自
昌
¢
箏
け
９
　
団
ｏ
『
－
目
Ｈ
０
ｍ
ｏ
〇
一
〇
〇
〇
Ｉ
ｏ
閉
．
　
－
ド
ト
ｑ
◎
－
り
｝
ｏ
〇
一
串
串
Ｏ
．
一
］
Ｉ
Ｈ
ｏ
◎
１
］
１
Ｈ
卜
　
Ｏ
ｏ
庁
胴
申
庁
｛
Ｏ
目
｝
■
ｏ
け

　
　
（
｝
お
。
・
・
）
一
匿
己
胃
胃
亨
岸
■
目
｛
室
己
¢
暮
巨
ぎ
巨
Ｕ
彗
誌
Ｏ
巨
彗
ｑ
Ｈ
轟
・
。
－
Ｈ
彗
９
曾
Ｏ
－
Ｏ
■
昌
Ｐ
声
■
暮
鼻
旨
囚
章
霊
宗
苔
Ｏ
『
■

　
　
Ｈ
彗
ｏ
〇
一
畠
１
ま
一

（
６
）
９
卑
ｑ
竃
昌
Ｐ
中
○
二
甲
Ｈ
Ｈ
．
－
◎
乙
・
ｏ
｛
彗
豪
９
９
≧
冨
暮
一
目
¢
婁
芽
ｏ
ぎ
穿
胴
馨
巨
ｏ
睾
¢
｛
塁
竃
箒
茎
婁
旨
｛
箒
Ｈ

　
茅
冨
¢
芦
Ｎ
毒
ま
Ｈ
霊
邑
一
〇
示
豪
冒
０
芦
く
旨
９
竃
岩
ｍ
・
。
一
ト
・
。
０
．
■
穴
９
ミ
易
昇
＄
。
。
Ｏ
巨
Ｏ
罧
¢
ｑ
胃
室
己
胃
胃
訂
－
戸
Ｈ
睾



｝
婁
二
昌
¢
Ｏ
塞
Ｏ
巨
Ｏ
巨
¢
｛
０
Ｈ
９
潟
｛
雲
ぎ
匡
奪
し
べ
．
オ
．
嚢
目
量
；
一
９
０
ト
ま
ぎ
ぴ
・
Ｏ
ま
二
訂
昌
邑
一
彗
Ｃ
．
Ｏ
註
一
り
Ｏ
婁
ぎ

仁
ミ
一
ト
．
○
巨
ｑ
¢
ｐ
ｐ
ｐ
○
二
Ｈ
ｏ
ｏ
ド

　
一
八
五
三
年
法
臥
全
文
は
、
く
。
・
Ｈ
．
ｏ
霧
ｏ
甲
ｃ
○
彗
…
一
旨
。
・
Ｈ
・
。
鼻
　
§
甲
§
べ
．
甲
串
○
署
〇
一
…
；
．
○
二
■
Ｈ
－
Ｈ
Ｈ
ｍ
．
－
．
ト
ｑ
ｏ
与
茅
一

ｐ
ｐ
○
二
Ｈ
崖
山
Ｈ
べ
．
ま
た
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
営
業
令
に
つ
い
て
は
、
田
山
輝
明
「
資
料
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
営
業
令
試
訳
」
、
比
較
法
学
、

六
巻
二
号
、
一
九
七
一
年
、
三
〇
一
～
三
三
三
ぺ
－
ジ
、
を
参
照
せ
よ
。

　
一
八
五
三
年
法
は
、
螢
か
の
変
更
を
加
え
ら
れ
て
北
ド
ィ
ツ
連
邦
営
業
令
に
引
き
継
が
れ
、
ド
ィ
ツ
帝
国
の
建
設
に
伴
た
い
、
一
八
七

一
年
一
月
一
目
に
南
ヘ
ッ
セ
ソ
に
そ
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
一
八
七
二
年
一
月
一
目
に
ヴ
ユ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
と
バ
ー
デ
ソ
に
、

一
八
七
三
年
一
月
一
日
に
は
バ
ィ
ェ
ル
ソ
ヘ
と
拡
張
さ
れ
、
最
後
に
、
　
一
八
七
八
年
の
奮
業
令
に
対
す
る
修
正
法
令
（
岩
◎
く
ｇ
０
Ｎ
冒

○
撃
胃
げ
８
ま
昌
轟
ぎ
守
～
¢
Ｈ
ｏ
。
べ
・
。
．
）
に
よ
っ
て
若
干
の
修
正
を
経
た
後
、
一
八
八
九
年
一
月
一
目
に
エ
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ソ
ゲ
ソ

に
適
用
が
拡
大
さ
れ
た
（
－
昌
易
Ｕ
彗
蓉
戸
目
０
ら
箏
｛
胃
胃
訂
岸
旨
｛
冒
岩
零
嚢
昌
Ｏ
｛
昌
牽
暮
ま
プ
昌
｛
■
９
寝
一
囎
Ｈ
胃
ト
Ｈ
９

曇
Ｃ
つ
け
．
霊
篶
■
ぎ
げ
等
９
。
つ
〇
一
旨
冨
霧
０
冨
多
昌
。
・
二
目
一
自
彗
寒
葦
胃
巨
｝
ｑ
胃
Ｃ
つ
け
§
委
＜
家
０
易
Ｏ
罫
芦
仁
ト
岸
デ
Ｈ
じ
Ｏ
ｑ
二
ざ
量

Ｈ
ｓ
ｃ
。
一
お
ｍ
．
戸
穴
睾
釘
ｏ
ｐ
～
．
ｐ
．
○
二
Ｈ
Ｏ
Ｈ
Ｈ
・
）
。

　
１
　
兄
童
労
働
を
招
来
し
た
要
因

　
ま
ず
、
Ａ
・
ト
ゥ
ー
ソ
は
児
童
労
働
の
新
し
い
局
面
を
招
来
し
た
要
因
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
国
家
の
産
業
の
欄
密

な
地
方
に
お
け
る
工
業
の
発
展
が
、
と
く
に
ラ
イ
ソ
に
お
け
る
紡
績
業
の
拡
張
が
、
工
場
に
お
げ
る
広
範
な
児
童
の
使
用
を
結
果
し

た
。
い
な
か
ん
ず
く
、
児
童
の
協
力
を
願
わ
し
い
も
の
に
し
た
の
は
工
業
の
技
術
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
特
定
の
機
械
に
よ
る

仕
事
が
、
身
体
が
小
さ
く
、
か
つ
非
常
に
機
敏
で
、
手
先
が
器
用
た
た
め
に
、
児
童
に
ユ
っ
て
、
少
な
く
と
も
成
人
に
よ
っ
て
よ
り

も
ヨ
リ
良
く
で
は
な
い
に
し
て
も
、
同
じ
よ
う
に
う
ま
く
な
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
で
あ
る
。
ｏ
さ
ら
に
、
低
廉
な
労
働
と
そ
れ
に
由
来

す
る
ヨ
リ
大
量
の
販
売
に
よ
っ
て
利
益
を
増
大
さ
せ
た
企
業
家
の
利
欲
が
あ
っ
た
。
ゆ
最
後
に
、
子
供
の
収
入
が
重
要
な
副
収
入
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

た
っ
て
い
た
両
親
自
身
の
利
害
が
存
在
し
て
い
た
」
と
。

　
　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
（
二
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
二
〇
四
）

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
児
童
労
働
そ
の
も
の
は
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
叙
述
か
ら
児
童
労
働
の
新
し
い
局
面

を
招
来
し
た
要
因
と
し
て
、
○
Ｄ
機
械
の
導
入
と
い
う
技
術
的
要
因
、
ｏ
企
業
家
の
利
潤
追
及
欲
と
い
う
経
済
的
要
因
、
ゆ
子
供
の
家

計
補
助
を
不
可
欠
と
す
る
貧
困
家
庭
の
存
在
と
い
う
杜
会
的
要
因
、
の
三
点
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
こ
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
と
、
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
杜
会
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
、
第
三
の
要
因
が
と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
Ｒ
・
ア
ル
ト
は
、
工
場
に
お
げ
る
児
童
労
働
の
原
因
と
し
て
、
い
畜
力
と
水
力
、
後
に
は
蒸
気
力
を
動
力
と
す
る
機
械

の
導
入
、
の
児
童
の
低
賃
銀
、
ゆ
工
場
に
お
げ
る
児
童
労
働
に
適
し
た
工
程
の
存
在
、
↑
り
児
童
の
ば
あ
い
反
抗
の
少
た
い
こ
と
、
旬

ゲ
マ
イ
ソ
デ

市
町
村
と
福
祉
施
設
が
工
場
児
童
の
扶
養
支
出
を
節
約
で
き
た
点
、
ゆ
水
カ
に
よ
る
工
場
は
辺
部
な
地
方
に
建
設
さ
れ
た
た
め
、
労

働
力
の
調
達
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
児
童
の
使
用
に
拍
車
を
か
げ
た
こ
と
、
の
六
点
を
挙
げ
、
児
童
労
働
に
－
対
す
る
反
対
の
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

か
っ
た
理
由
と
し
て
、
○
Ｄ
両
親
の
貧
困
と
の
児
童
労
働
は
以
前
よ
り
の
慣
習
で
あ
っ
た
こ
と
、
の
二
点
を
付
げ
加
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、
Ｌ
・
ア
ド
ル
フ
ス
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
児
童
労
働
が
当
然
で
あ
る
と
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
○
○
児
童
労
働
は
古
く
よ

り
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
〇
一
九
世
紀
に
は
す
べ
て
の
国
で
児
童
労
働
が
存
在
し
て
い
た
点
、
ゆ
児
童
の
保
護
は
一
七
九
四
年
の

ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
ラ
ソ
ト
レ
ヒ
ト

一
般
国
法
の
規
定
の
み
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ゆ
工
業
建
設
の
過
渡
斯
に
お
け
る
大
衆
貧
窮
（
竃
萎
ｇ
胃
－

冒
暮
己
買
霊
君
ｏ
ま
昌
易
）
が
児
童
労
働
を
自
明
の
こ
と
に
し
た
点
、
向
機
械
が
小
さ
た
筋
肉
の
労
働
を
可
能
に
し
た
こ
と
、
ゆ
工

業
の
競
争
の
激
化
が
低
廉
な
労
働
力
の
使
用
を
必
要
と
し
た
点
、
ぐ
つ
児
童
労
働
が
教
育
的
に
有
益
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

働
国
家
の
主
要
た
努
力
が
国
民
的
自
立
の
達
成
に
向
げ
ら
れ
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
杜
会
間
題
へ
の
国
家
の
干
渉
が
た
お
為
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

な
か
っ
た
点
、
の
八
点
を
挙
げ
て
い
る
。



　
以
上
の
う
ち
、
Ｌ
・
ア
ド
ル
フ
ス
が
、
○
つ
に
お
い
て
、
児
童
労
働
を
招
来
し
た
要
因
と
し
て
教
育
的
要
因
を
新
た
に
指
摘
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
っ
い
て
は
こ
こ
で
差
し
当
り
、
一
八
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
、
貧
乏
を
克
服
す
る
も
っ
と

も
本
質
的
な
手
段
は
勤
勉
（
＞
｝
０
豪
彗
ぎ
岸
Ｏ
ｑ
二
一
Ｈ
己
易
ま
Ｏ
。
。
）
を
身
に
付
げ
さ
せ
る
た
め
の
教
育
で
あ
る
、
と
の
見
解
が
普
及
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

そ
れ
を
背
景
に
児
童
労
働
が
賞
揚
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
労
働
と
教
育
の
結
合
を
説
く
、
ペ
ス
タ
ロ
ヅ
チ
の
貧
民
教
育
の
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

（
勺
翌
き
Ｎ
法
Ｏ
ぎ
冒
８
｛
¢
く
９
０
胃
＞
§
彗
胃
崇
ぎ
お
）
が
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。
そ
こ
で
、
い
ま
、

こ
の
要
因
を
除
外
す
れ
ぼ
、
Ｒ
・
ア
ル
ト
の
挙
げ
て
い
る
要
因
も
、
Ｌ
・
ア
ド
ル
フ
ス
の
ぼ
あ
い
も
、
さ
き
に
Ａ
・
ト
ゥ
ー
ソ
の
指

摘
し
た
三
つ
の
要
因
〔
○
Ｄ
機
械
の
導
入
と
い
う
技
術
的
要
因
、
の
工
場
主
の
利
潤
追
及
欲
と
い
う
経
済
的
要
因
、
ゆ
両
親
の
貧
困
と
い
う
杜
会
的

要
因
〕
に
整
理
し
、
収
敷
さ
せ
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
、
三
っ
の
要
因
を
順
を
追
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

≧
冨
ｏ
畠
皇
；
霊
葦
緒
¢
Ｎ
膏
○
霧
ｏ
巨
ｏ
軍
¢
｛
９
０
易
９
Ｎ
需
ぎ
お
；
｛
く
¢
暑
算
昌
。
・
昌
Ｏ
・
旨
乙
・
け
９
ｑ
９
霊
茎
ぎ
ま
ｏ
－
雪

，
卑
¢
易
。
。
９
二
Ｐ
Ｎ
¢
豪
Ｏ
プ
Ｈ
事
宗
。
・
斥
旨
包
一
｝
肩
彗
己
。
。
。
ぎ
｝
彗
乙
り
§
軍
ぎ
｝
彗
団
旨
＄
婁
Ｈ
胴
．
与
雰
『
旨
Ｈ
・
。
鼻
８
．

　
射
．
≧
け
目
易
胴
二
Ｐ
Ｐ
０
、
．
一
旨
－
Ｈ
ｏ
。
．

　
■
．
ト
ら
◎
与
茅
一
ｐ
ｐ
○
二
弓
Ｉ
Ｈ
り
．

　
オ
・
｝
オ
｝
９
Ｃ
っ
富
巨
¢
ｑ
巨
Ｏ
易
Ｏ
巨
Ｏ
睾
彗
一
違
卜
枢
密
参
事
官
ケ
ラ
ー
（
○
｝
．
肉
晶
一
胃
§
暢
Ｓ
一
穴
９
一
雪
）
は
、
一
八
三
四
年
に

ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ト
の
児
童
労
働
に
っ
い
て
の
族
行
報
告
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
人
の
児
童
を
使
用
し
て
い
る
ア
ー
ヘ
ソ
の
針
工
場
の
状
況

に
，
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
１
書
い
て
い
る
。
　
「
す
べ
て
の
仕
事
に
お
い
て
、
子
供
の
手
ぎ
わ
の
よ
さ
、
手
早
さ
、
器
用
さ
は
驚
く
べ
き
も
の

が
あ
る
。
か
れ
ら
の
操
作
す
る
道
具
と
機
械
は
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
整
列
し
て
坐
っ
て
仕
事
を
し
な
が
ら
、
あ
る
時
に
は
前
か
が
み

に
た
り
、
あ
る
時
に
，
は
後
に
そ
り
、
し
か
も
す
べ
て
の
者
が
拍
子
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
同
じ
運
動
を
し
、
同
じ
物
音
を
立
て
る
子
供

達
自
身
が
、
観
察
者
に
対
し
て
機
械
と
同
じ
よ
う
に
注
意
を
促
が
す
。
し
か
も
、
か
れ
ら
は
健
康
で
強
健
、
明
朗
で
活
気
が
あ
り
、
わ
ん

三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
間
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
二
〇
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）

三
八
（
二
〇
六
）

　
　
ぱ
く
で
ふ
ざ
げ
廻
っ
て
す
ら
い
る
」
と
（
Ｆ
声
３
与
茅
一
Ｐ
串
Ｏ
二
Ｈ
０
．
な
お
、
ヶ
ラ
ー
の
旅
行
報
告
の
全
文
に
っ
い
て
は
、
く
県
肉
．

　
声
岸
曽
Ｈ
ｏ
ｏ
０
９
一
一
Ｐ
串
Ｏ
．
一
Ｈ
０
べ
１
～
Ｈ
ド
）
。

（
５
）
■
ト
｛
◎
与
茅
一
Ｐ
串
ｏ
二
～
９
Ｊ
・
皿
・
ペ
ス
タ
ロ
ヅ
チ
（
Ｈ
◎
罫
昌
曽
９
冒
｛
｝
勺
霧
邑
０
Ｎ
早
Ｈ
ミ
甲
Ｈ
ｏ
◎
Ｎ
“
）
は
、
ノ
イ
ホ
ー
フ
時

　
代
（
一
七
七
一
－
一
七
九
八
年
）
に
貧
児
を
集
め
て
労
働
学
校
を
開
き
、
『
人
類
の
友
に
訴
え
る
書
』
や
『
リ
ー
ソ
ハ
ル
ト
と
ゲ
ル
ト
ル

　
　
ー
ト
』
に
お
い
て
、
教
育
と
労
働
の
結
合
を
説
き
、
実
践
し
た
（
田
中
寛
『
ベ
ス
タ
ロ
ッ
チ
』
新
潮
杜
、
一
九
四
〇
年
、
八
二
－
八
三
ぺ

　
　
ー
ジ
、
柳
久
雄
『
生
活
と
労
働
の
教
育
思
想
史
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
二
年
、
と
く
に
九
八
－
九
九
ぺ
ー
ジ
、
玖
村
敏
雄
『
ベ
ス
タ

　
　
ロ
ッ
チ
の
生
涯
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
六
九
年
、
五
四
－
五
五
ぺ
ー
ジ
、
を
参
照
せ
よ
）
。
か
れ
の
下
層
階
級
を
基
盤
と
す
る
民
衆

　
教
育
思
想
は
全
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
た
っ
た
が
、
と
り
わ
げ
同
じ
言
集
を
語
る
ド
ィ
ツ
に
強
い
影
響
を
与
え
、
プ
ロ
ィ
セ

　
　
ソ
に
お
い
て
は
、
一
八
一
七
年
か
ら
一
八
四
〇
年
ま
で
新
設
の
文
相
の
地
位
に
あ
っ
た
Ｋ
・
ア
ル
テ
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
（
宍
胃
－
卑
ｏ
岸
胃
『

　
く
◎
昌
ｏ
ｏ
至
■
§
昌
≧
ａ
易
童
箏
）
に
よ
り
推
進
さ
れ
た
（
梅
根
悟
『
近
代
国
家
と
民
衆
教
育
ー
プ
ロ
イ
セ
ソ
民
衆
教
育
政
策
史
１
』
誠
文

　
堂
新
光
杜
、
一
九
六
七
年
、
一
七
二
、
二
〇
六
－
二
〇
八
ぺ
－
ジ
）
。

　
　
な
お
、
Ｋ
・
吋
ル
ク
ス
も
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
教
育
思
想
や
そ
の
他
を
継
承
し
て
、
生
産
労
働
と
教
育
の
結
合
を
説
い
た
。
　
『
共
産
党

　
宣
言
』
に
お
げ
る
「
教
育
と
物
質
的
生
産
と
の
結
合
」
　
（
マ
ル
ク
ス
、
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
『
共
産
党
宣
言
』
大
内
兵
衛
、
向
坂
逸
郎
訳
、
岩
波

　
文
庫
、
六
九
べ
ー
ジ
）
の
主
張
や
、
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
「
教
育
条
項
は
概
し
て
貧
弱
に
見
え
る
と
は
い
え
、
・
…
：
は
じ
め
て
、
教
育

　
お
よ
び
体
育
と
筋
肉
労
働
と
の
結
合
の
可
能
性
を
証
明
し
た
」
　
（
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
長
谷
都
文
雄
訳
、
青
木
書
店
、
七
六

　
九
べ
ー
ジ
）
と
の
指
摘
を
経
て
、
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
に
お
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
「
児
童
労
働
の
一
般
的
禁
止
は
大
工
業

　
の
存
在
と
適
合
せ
ず
、
従
っ
て
空
虚
な
無
邪
気
た
願
望
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
実
現
は
１
も
し
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
１
反
動
的
で
あ
ろ

　
う
、
と
い
う
の
は
、
種
々
の
年
齢
段
階
に
応
じ
て
労
働
時
問
が
厳
密
に
規
律
さ
れ
且
っ
児
童
の
保
護
の
た
め
の
そ
の
他
の
予
防
方
策
が
行

　
は
れ
る
場
合
に
は
、
生
産
的
労
働
と
教
育
と
の
少
年
時
代
か
ら
の
結
合
は
、
今
目
の
杜
会
の
最
も
有
力
な
変
革
手
段
の
一
つ
で
あ
る
か
ら

　
で
あ
る
」
（
マ
ル
ク
ス
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
西
雅
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
四
四
－
四
五
ぺ
ー
ジ
。
た
お
、
マ
ル
ク
ス
の
教
育
思
想
に
つ
い

　
て
は
、
浅
野
研
真
訳
編
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
教
育
問
題
』
自
由
杜
、
一
九
三
〇
年
、
お
よ
び
柳
久
雄
、
前
掲
書
、
第
五
章
、
を
参
照
せ

　
よ
）
。



　
○
　
機
械
の
導
入
１
－
技
術
的
要
因

　
機
械
の
導
入
は
、
総
じ
て
筋
力
の
未
熟
な
労
働
者
の
使
用
を
可
能
に
す
る
。
　
「
機
械
が
筋
力
を
不
用
な
ら
し
め
る
限
り
で
は
、
機

械
は
、
筋
力
な
き
労
働
者
　
　
ま
た
は
肉
体
的
発
達
は
未
熟
だ
が
四
肢
の
柔
軟
性
の
大
き
い
労
働
者
　
　
を
使
用
す
る
た
め
の
手
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

と
な
る
。
だ
か
ら
婦
人
Ｈ
お
よ
び
児
童
労
働
と
い
う
の
が
機
械
の
資
本
制
充
用
の
最
初
の
言
葉
で
あ
っ
た
！
」
。
　
一
九
世
紀
初
頭
の

ブ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
児
童
労
働
者
の
地
域
別
、
部
門
別
分
布
の
考
察
は
後
段
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
差
し
当
り
、
機
械
の
導
入
と
児

童
労
働
と
の
関
連
を
、
Ａ
・
ト
ゥ
ー
ソ
の
指
摘
す
る
、
児
童
が
広
範
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ラ
ィ
ソ
地
方
の
綿
紡
績
業
を
取
り
上
げ
て

考
察
を
加
え
て
お
こ
う
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
　
「
児
童
労
働
の
第
二
の
局
面
」
の
招
来
に
は
、
作
業
機
の
導
入
〔
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
紡

績
機
と
、
・
・
ユ
ー
ル
紡
績
機
〕
と
結
合
し
た
水
力
の
利
用
が
と
り
わ
げ
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
。

　
ま
ず
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
大
陸
最
初
の
ア
ー
ク
ラ
ィ
ト
水
力
紡
績
工
場
は
、
一
七
八
四
年
に
デ
ュ
ソ
セ
ル
ド
ル
フ
近
辺
の
ラ
ー

テ
ィ
ソ
ゲ
ソ
に
お
い
て
、
Ｊ
・
Ｇ
・
ブ
レ
ッ
ゲ
ル
マ
ソ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
、
す
で
に
児
童
労
働
者
が
使

用
さ
れ
て
い
た
。
Ｊ
・
Ｇ
・
ブ
レ
ヅ
ゲ
ル
マ
ソ
は
、
一
七
八
三
年
一
一
月
二
四
日
附
げ
の
ベ
ル
ク
公
Ｋ
ニ
ァ
ォ
ド
ー
ル
（
内
邑
掌
¢
－

Ｏ
｛
３
宛
て
の
手
紙
に
お
い
て
特
権
の
授
与
を
申
請
し
た
さ
い
、
申
請
理
由
の
一
つ
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
「
こ
の
設

備
に
よ
っ
て
陛
下
の
都
市
ラ
エ
ァ
ィ
ソ
ゲ
ソ
と
全
管
轄
区
域
が
と
て
も
大
き
な
利
益
を
得
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
し
ば
し
ば
怠
惰
に
陥

り
、
物
乞
い
を
す
る
多
数
の
貧
乏
な
住
民
や
六
才
か
ら
一
〇
才
ま
で
の
児
童
が
、
日
々
の
糊
口
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

よ
っ
て
年
少
の
頃
か
ら
労
働
と
勤
勉
へ
と
督
励
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
」
と
。
こ
の
よ
う
に
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
模
範
に
従
っ

て
ク
ロ
ム
フ
ォ
ー
ド
と
名
付
げ
ら
れ
た
…
・
－
大
陸
最
初
の
紡
績
工
場
の
設
立
を
企
図
す
る
に
さ
い
し
、
一
七
八
三
年
に
既
に
請
願
者

は
、
六
才
か
ら
一
〇
才
ま
で
の
児
童
を
働
か
せ
る
こ
と
を
予
示
し
た
。
児
童
の
活
動
分
野
は
、
問
も
な
く
全
紡
績
経
営
へ
と
拡
が
っ

　
　
　
三
月
前
期
の
ブ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
臼
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
二
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
二
〇
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

て
い
っ
た
。
混
綿
、
開
綿
と
清
掃
、
硫
綿
の
工
程
に
お
い
て
児
童
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
。

　
つ
い
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
配
の
も
と
で
、
大
陸
封
鎖
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
の
遮
断
等
の
好
条
件
に
恵
ま
れ
て
、
水
力
紡
績
業

が
、
と
り
わ
げ
二
－
ル
ス
河
流
域
に
設
立
さ
れ
、
興
隆
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
陸
封
鎖
が
解
除
さ
れ
た
後
、
既
述
の
よ
う
に
メ
ソ
ヘ

ソ
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
を
除
い
て
、
ラ
イ
ソ
地
方
の
綿
紡
績
業
は
停
滞
に
陥
っ
た
。
綿
紡
績
業
に
お
げ
る
蒸
気
機
関
の
使
用
は
、
一
八

二
七
年
に
ラ
ィ
ト
の
レ
ソ
セ
ソ
・
ベ
ッ
ヶ
ソ
バ
ッ
ハ
商
会
（
ヨ
『
§
５
易
。
。
彗
印
雰
Ｏ
ぎ
き
Ｐ
｝
巨
雲
睾
ｅ
に
お
げ
る
使
用
を
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

Ｂｅ
ｕ
Ｎ
態
ト
状

対
の
比
業
｛
績
ｈ
紡
肥
綿

此
る

１
ａ
け
Ｇ
お
の
に
後
域，
区

の
所

年
議

３
６
会

１
８
工

　
商表

１
３第

数錘紡動手力気蒸力水郡

６７７，９２

０１４，３

１
０３

ｏ
ｏ
　
り
＾

ｈＣａｂｄ
１
ａＧ

ｈＣ

・
１
■
・

０ｒｂｎｅＶｅｒＧ

ＢｕｅＮ

ｎ

爬ｍ
ｅＫ

矢
と
す
る
が
　
そ
の
普
及
は
、
一
八
四
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
紡
績
機
械
の
輸
出
の
禁
止
を
解
除
し
た
後
、

一
八
四
五
年
に
メ
ソ
ヘ
ン
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
で
「
機
械
紡
績
工
場
（
豪
９
彗
ぎ
訂
Ｃ
。
豆
昌
０
５
一
）
」
が
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

立
さ
れ
た
の
に
端
を
発
し
て
い
る
。

　
ラ
イ
ソ
地
方
の
綿
紡
績
業
に
お
げ
る
機
械
化
の
進
展
は
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
辿
る
の
で
あ
る
が
、

蒸
気
力
紡
績
業
が
普
及
し
始
め
る
の
が
一
八
四
五
年
で
あ
り
、
し
か
も
、
後
段
で
考
察
す
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

そ
れ
が
児
童
の
使
用
の
減
少
を
技
術
的
に
可
能
に
し
た
点
を
考
慮
す
る
時
、
当
面
の
時
期
に
お
い
て
児

童
労
働
の
充
用
を
増
大
さ
せ
た
の
は
、
水
力
紡
績
業
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
ラ
ィ
ソ
地
方
に
お
げ
る
最
も
重
要
な
綿
紡
績
業
地
域
で
あ
る
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
ニ
フ
ィ
ト
・
ノ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

商
工
会
議
所
地
域
の
一
八
三
六
年
に
お
げ
る
使
用
動
力
別
の
綿
紡
績
業
の
分
布
は
第
二
二
表
の
如
く
で

あ
っ
た
。
こ
の
表
か
ら
、
綿
紡
績
業
が
グ
ラ
ー
ト
バ
ヅ
ハ
郡
に
集
中
し
て
い
る
点
、
な
ら
び
に
水
力
紡

績
業
が
五
つ
存
在
し
て
い
た
点
が
注
目
を
惹
く
。
児
童
の
使
用
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
個
別
事
例
と
し

て
は
、
メ
ソ
ヘ
ソ
グ
ラ
ー
ト
バ
ヅ
ハ
市
の
有
力
た
綿
紡
績
工
場
主
で
あ
る
Ｊ
・
Ｐ
・
ベ
リ
ソ
グ
（
－
ｏ
罫
旨



宗
雪
団
８
旨
烏
）
が
、
一
八
三
七
年
に
一
〇
才
か
ら
一
二
才
ま
で
の
児
童
を
六
五
名
、
　
二
一
才
か
ら
一
四
才
ま
で
の
児
童
四
〇
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

一
四
才
か
ら
一
六
才
ま
で
を
六
九
名
も
雇
傭
し
て
い
た
。
こ
の
工
場
で
は
水
力
紡
績
業
が
主
力
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　
「
工
場

経
営
は
、
最
初
は
水
流
の
あ
る
地
方
を
有
利
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
蒸
気
力
が
水
力
に
１
と
っ
て
代
る
に
従
っ
て
全
国
土
へ
と
拡

　
　
　
　
　
（
８
）

大
し
て
い
っ
た
」
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
工
場
は
最
初
の
段
階
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
児
童
の
労
働
者
中
で
の
比
率
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
繊
維
工
業
諸
部
門
中
で
、
綿
紡
績
業
の
み
が
成
年
男
子
労
働
者
よ
り
も

多
数
の
児
童
と
掃
人
を
使
用
し
て
お
り
、
通
常
三
者
の
比
率
は
各
々
三
分
の
一
で
あ
っ
た
。
　
「
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
モ
デ
ル

を
提
供
し
た
繊
維
工
業
の
労
働
者
群
も
、
出
自
が
一
様
で
は
た
か
っ
た
。
：
…
毛
、
麻
、
綿
は
、
機
械
化
の
初
期
に
お
い
て
は
、
非

常
に
異
な
っ
た
技
術
的
諸
条
件
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
。
…
…
綿
業
に
お
い
て
す
ら
、
機
械
紡
績
業
に
お
い
て
の
み
婦
人
と
児
童

が
優
位
を
占
め
て
い
た
。
平
均
し
て
、
こ
こ
で
は
婦
人
と
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
労
働
力
の
三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
成
年
男
子
も
同

じ
く
三
分
の
一
を
と
も
か
く
も
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
紡
績
業
に
お
け
る
児
童
労
働
は
減
少
し
て
い
っ

　
　
　
　
（
９
）

た
の
で
あ
る
」
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
前
半
に
児
童
労
働
が
広
範
に
採
用
さ
れ
て
い
た
ラ
ィ
ソ
地
方
の
綿
紡
績
業
に
お
い
て
、
機
械
の
導
入

と
児
童
労
働
力
と
の
関
係
を
検
討
す
る
な
ら
ぼ
、
水
力
紡
績
業
の
設
立
が
技
術
的
に
「
児
童
労
働
の
第
二
の
局
面
」
を
招
来
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
、
前
掲
書
、
第
一
都
第
四
篇
第
一
三
章
第
三
節
（
ａ
）
、
六
四
三
ぺ
ー
ジ
。

　
　
一
２
一
司
§
二
秦
竃
聲
昌
貴
９
・
塁
麦
・
彗
お
琴
警
巽
・
目
斤
８
葦
彗
邑
彗
・
。
冒
畠
・
・
一
・
里
罵
げ
葦
菱
奏
募
・
ま
葦
２
．

　
　
　
　
募
膏
ぎ
ま
¢
昌
¢
易
昌
｝
■
潟
一
■
９
亘
。
・
畠
き
崖
Ｈ
．
Ｃ
。
．
曾
竃
鼻
｝
易
四
二
申
Ｐ
・
○
二
Ｈ
べ
・

　
　
（
３
）
穴
．
占
．
巨
穿
鼻
・
．
Ｐ
○
．
二
・
。
－
竈
・
た
お
、
く
。
・
－
｝
・
Ｈ
・
○
彗
・
昌
算
Ｐ
申
○
・
し
ガ
§
・

　
　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
二
〇
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
（
二
一
〇
）

（
４
）
　
前
掲
拙
著
、
一
〇
四
～
一
〇
七
べ
－
ジ
。
く
。
ｑ
－
Ｈ
己
易
巨
干
冒
ｑ
曽
竃
箒
－
。
。
ぎ
昌
昌
胃
９
註
９
０
７
肉
｝
昌
ｑ
↑
オ
ｏ
易
。
。
｝
お
。
ｑ
二
Ｐ
串

　
　
〇
一
一
Ｈ
“
Ｎ
ド
Ｏ
Ｏ
ト
お
一
〇
◎
甲
Ｏ
◎
Ｏ
Ｏ
．

（
５
）
　
差
し
当
り
、
く
・
ｑ
－
『
１
甲
－
巨
…
。
ｑ
・
中
串
〇
一
声
－
司
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
紡
績
機
械
が
水
カ
紡
績
機
か
ら
蒸
気
力
紡

　
　
績
機
、
と
く
に
自
動
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
機
（
。
。
Ｏ
干
曽
け
冒
）
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
労
働
者
数
が
減
少
し
た
点
に
っ
い
て
は
、

　
　
小
川
喜
一
、
前
掲
書
、
七
四
～
七
八
、
八
二
～
八
三
べ
－
ジ
、
戸
塚
秀
夫
、
前
掲
書
、
一
二
八
、
一
四
九
、
一
五
二
、
二
二
三
～
二
二
四

　
　
べ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
。

（
６
）
　
Ｈ
邑
一
。
。
ヨ
¢
．
■
目
ｑ
｝
彗
宗
赤
ぎ
昌
昌
實
９
邑
罫
ｏ
干
射
ぎ
首
７
オ
ｏ
易
。
。
串
易
？
Ｐ
Ｐ
Ｏ
二
仁
・
◎
．
な
お
、
こ
の
会
議
所
は
一
八
三
七
年
四

　
　
月
二
二
目
に
設
立
さ
れ
た
（
向
げ
汗
ベ
ト
）
。
こ
の
表
の
な
か
で
グ
ラ
ー
ト
バ
ヅ
ハ
郡
の
数
字
は
、
一
八
三
六
年
六
月
二
八
目
に
郡
会
（
■
彗
－

　
　
｛
、
昌
が
調
査
し
た
数
字
を
掲
げ
て
い
る
Ｇ
・
ア
ー
デ
ル
マ
ソ
の
数
字
と
一
部
喰
い
違
っ
て
い
る
（
く
。
ｑ
－
９
ト
ま
－
昌
彗
■
｝
易
？

　
　
串
申
○
二
軍
）
。
　
Ｇ
．
ア
ー
デ
ル
マ
ソ
の
数
字
は
、
綿
紡
績
工
場
数
一
四
、
ミ
ュ
ー
ル
九
、
二
六
〇
錘
、
た
て
糸
一
、
五
七
〇
錘
、
手
動

　
　
機
械
一
八
、
九
四
六
錘
（
合
計
二
九
、
七
七
六
錘
）
、
労
働
者
数
一
、
一
五
一
名
、
と
な
っ
て
お
り
、
紡
錘
数
の
合
計
は
一
致
し
て
い
る
が
、

　
　
綿
紡
績
工
場
数
に
お
い
て
二
ほ
ど
少
な
い
。

一
７
一
甲
ミ
・
向
、
葦
露
９
窒
宇
ぎ
霊
げ
・
豪
浸
彗
向
幕
二
・
婁
一
竃
；
彗
ミ
曇
§
琴
・
二
導
。
ぎ
。
・
二
Ｐ
Ｎ
毫

　
　
○
馨
巨
ま
二
己
勺
８
寿
昌
・
薫
琴
Ｏ
§
・
菱
麦
雰
一
。
・
ま
琴
霊
易
患
昌
壁
Ｐ
霊
・
一
巨
嚢
。
・
、
§
．
な
お
、
Ｊ
．
Ｐ
．

　
　
ベ
リ
ソ
グ
は
一
七
九
八
年
に
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
か
ら
移
住
し
、
メ
ソ
ヘ
ソ
グ
ラ
ー
ト
バ
ツ
ハ
に
お
げ
る
最
初
の
綿
工
業
の
設
立
者
と
た

　
　
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
三
七
年
四
月
二
二
日
に
創
設
さ
れ
た
グ
ラ
ー
ト
バ
ヅ
ハ
ニ
フ
ィ
ト
・
ノ
ィ
ス
商
工
会
議
所
の
初
代
会
頭
に
選
ぱ
れ

　
　
た
（
Ｈ
邑
易
巨
¢
．
■
。
ｑ
｝
Ｐ
箏
ｑ
穿
ぎ
昌
昌
胃
９
邑
＄
９
由
｝
Ｏ
首
↑
岩
Ｏ
易
。
。
｝
易
四
二
Ｐ
Ｐ
○
・
一
員
虐
－
司
）
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
か

　
　
れ
は
ま
た
、
メ
ソ
ヘ
ソ
グ
ラ
ー
ト
バ
ツ
ハ
選
出
の
議
員
と
し
て
一
八
三
七
年
に
第
五
回
ラ
ィ
ソ
州
議
会
に
お
い
て
児
童
保
護
に
反
対
す
る

　
　
弁
論
を
展
開
し
た
。

（
８
）
　
９
穴
一
声
鼻
◎
Ｐ
串
寧
Ｏ
二
〇
◎
一

（
９
）
　
考
一
皇
ｏ
ｏ
ｏ
｝
胃
一
Ｈ
箏
箏
胃
げ
９
ユ
¢
げ
－
－
ｏ
｝
實
■
目
ｑ
ｏ
ｏ
◎
Ｎ
旺
－
胃
ｃ
つ
↓
９
岸
ｏ
〇
一
Ｎ
竃
．

）２（

工
場
主
の
利
潤
追
及
欲
１
１
経
済
的
要
因



　
以
上
の
よ
う
に
、
機
械
の
導
入
に
よ
り
「
初
期
工
業
主
義
は
、
と
く
に
繊
維
工
業
に
お
い
て
、
大
規
模
に
男
子
労
働
力
を
排
除
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

そ
の
代
り
に
婦
人
と
六
～
七
才
ま
で
の
児
童
を
働
か
せ
た
」
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
工
場
主
の
利
潤
追
及
欲
と
合
致
し
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
児
童
の
使
用
は
、
第
一
に
、
掃
人
の
使
用
の
ぼ
あ
い
と
同
様
に
、
成
年
男
子
労
働
者
の
賃
銀
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
利
潤
を
増
大
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
「
機
械
は
、
労
働
者
家
族
の
全
成
員
を
労
働
市
場
に
投
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
の

労
働
力
の
価
値
を
そ
の
全
家
族
の
う
え
に
分
割
す
る
。
だ
か
ら
機
械
は
、
か
れ
の
労
働
力
の
価
値
を
減
少
さ
せ
る
」
。
そ
し
て
「
一

家
族
が
生
活
す
る
た
め
に
は
、
（
た
と
え
ぱ
１
引
用
者
）
い
ま
や
四
人
が
、
資
本
の
た
め
に
労
働
ぼ
か
り
で
な
く
、
剰
余
労
働
を
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
。

　
Ｊ
・
Ｇ
・
ブ
レ
ツ
ゲ
ル
マ
ソ
の
大
陸
最
古
の
紡
績
工
場
に
お
い
て
も
、
紡
績
業
の
賃
銀
は
児
童
の
大
量
使
用
に
よ
っ
て
大
巾
に
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

き
下
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
　
一
九
世
紀
前
半
に
、
多
く
の
労
働
者
家
族
は
、
家
父
の
賃
銀
の
み
で
は
生
活
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ず
、
婦
人
、
児
童
労
働
に
ょ
る
家
族
賃
銀
全
体
に
よ
っ
て
初
め
て
生
存
最
低
限
の
生
活
を
維
持
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
機
械
は
決
し
て
機
械
操
作
の
た
め
の
熟
練
労
働
力
を
排
除
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
で

　
（
５
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
生
存
最
低
限
の
生
活
へ
と
押
し
下
げ
ら
れ
た
の
で
は
た
く
、
一
九
世
紀
前
半
に
工
場
の

　
　
　
　
　
　
　
ク
ナ
ツ
。
フ
シ
ヤ
フ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

専
門
労
働
者
は
、
坑
夫
共
済
組
合
所
属
の
坑
夫
と
と
も
に
も
っ
と
も
安
定
し
た
杜
会
層
を
移
成
し
て
い
た
。
こ
の
専
門
労
働
者
の
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

賃
銀
が
、
一
方
に
お
い
て
機
械
化
促
進
の
一
要
因
と
な
る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
、
す
ぐ
後
に
み
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
競

争
に
ー
対
抗
す
る
た
め
に
低
賃
銀
児
童
労
働
力
の
雇
傭
を
不
可
避
に
し
た
の
で
あ
る
。
初
期
の
工
場
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
熟
練
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

者
と
不
熟
練
労
働
者
の
問
で
の
極
端
た
賃
銀
較
差
が
生
じ
た
の
は
、
大
衆
貧
窮
と
機
械
の
た
め
の
熟
練
労
働
カ
の
陶
冶
制
度
の
不
備

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
二
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
二
二
一
）

と
い
っ
た
事
情
の
も
と
で
、
労
働
市
場
に
お
い
て
不
熟
練
労
働
力
の
大
量
供
給
と
熟
練
労
働
力
の
過
少
供
給
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
っ

　
　
（
９
）

て
い
る
。

　
児
童
の
使
用
は
、
第
二
に
、
労
働
者
の
反
抗
を
困
難
に
し
、
労
働
日
の
延
長
や
労
働
の
強
度
を
高
め
る
こ
と
等
を
容
易
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
工
場
主
の
利
潤
追
及
欲
を
満
た
す
役
割
り
を
果
し
た
。
　
「
機
械
は
、
結
合
労
働
員
の
う
え
に
児
童
お
よ
び
婦
人
の
圧

倒
的
追
加
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
年
男
子
労
働
者
が
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
に
お
い
て
資
本
の
専
制
支
配
に
な
お
向
げ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

反
抗
を
、
つ
い
に
打
破
す
る
」
。
こ
の
こ
と
が
、
後
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
児
童
の
労
働
時
問
や
労
働
条
件
等
の
極
端
な
悪
化
の
一

原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
世
紀
前
半
の
ブ
ロ
イ
セ
ソ
に
あ
っ
て
は
、
児
童
労
働
力
の
使
用
は
、
単
に
工
場
主
の
利
潤
追
及
欲
一
般
か
ら
の

み
で
な
く
、
っ
ぎ
の
二
要
因
に
よ
っ
て
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
一
は
、
一
八
一
〇
～
一
八
一
一
年
お
よ
び
一
八
二
〇
年
の
ハ
ル
デ
ソ
ベ
ル
ク
に
よ
る
「
営
業
の
自
由
」
の
実
施
が
、
ツ
ソ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

制
度
を
除
去
し
、
そ
の
結
果
、
工
場
主
間
の
経
済
競
争
を
激
化
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
一
っ
の
、
先
進
イ

ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
経
済
的
側
圧
と
い
う
要
因
が
ヨ
リ
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
。

　
大
陸
封
鎖
の
解
除
後
、
低
廉
た
イ
ギ
リ
ス
の
機
械
製
品
が
ド
イ
ツ
市
場
に
流
入
し
、
ド
イ
ツ
の
工
業
、
と
く
に
繊
維
と
鉄
が
破
局

　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

の
危
機
に
曝
さ
れ
た
。
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
一
八
一
八
年
五
月
二
六
日
に
プ
ロ
ィ
セ
ソ
関
税
法
が
発
布
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
Ｌ
．
ブ
レ
ラ
ー
は
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ
官
僚
が
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
自
由
主
義
の
影
響
を
強
く
受
げ
て
い
た
た
め
、
　
「
そ
れ
は
名
前
が
推

測
さ
せ
る
の
と
異
な
っ
て
、
内
外
に
対
す
る
自
由
取
引
法
と
な
っ
た
。
も
と
よ
り
、
そ
の
必
然
的
結
果
と
し
て
、
す
た
わ
ち
外
国
の

競
争
商
品
と
外
国
の
新
し
い
機
械
と
の
氾
濫
の
も
と
で
、
プ
回
イ
セ
ソ
・
ド
イ
ツ
に
お
い
て
家
内
工
業
か
ら
工
業
経
営
へ
の
転
化
が



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

開
始
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
工
場
に
お
け
る
ド
ィ
ソ
の
児
童
の
悲
惨
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
工

場
に
お
げ
る
児
童
の
使
用
の
原
因
を
、
一
八
一
八
年
の
関
税
法
が
自
由
貿
易
を
基
調
と
し
て
い
た
点
に
の
み
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
に
せ
よ
、
先
進
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
経
済
的
側
圧
が
児
童
の
使
用
に
抽
車
を
か
げ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
一
八
年
の
ブ
ロ
ィ
セ
ソ
関
税
法
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
関
税
率
は
、
そ
の
ま
ま
一
八
三
四
年
に
成
立
し
た
ド
ィ
ツ
関
税
同
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
Ｗ
・
コ
ソ
ツ
ェ
は
、
関
税
同
盟
の
保
護
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
小
規
模
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

工
業
企
業
家
は
賃
銀
の
引
き
下
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
三
七
年
の
第
五
回
ラ
イ
ソ
州
議
会
に
お
い
て
、

児
童
の
労
働
時
問
を
短
縮
す
る
提
案
が
な
さ
れ
た
時
、
メ
ソ
ヘ
ソ
グ
ラ
ー
ト
バ
ヅ
ハ
、
ラ
イ
ト
地
区
選
出
の
議
員
Ｊ
・
Ｐ
・
ベ
リ
ソ

グ
は
、
　
「
イ
ギ
リ
ス
と
競
争
せ
ん
が
た
め
に
」
と
の
理
由
で
も
っ
て
こ
れ
に
反
対
し
、
レ
ソ
ネ
ッ
プ
、
ロ
ソ
ス
ド
ル
フ
地
区
選
出
の

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

議
員
Ｈ
・
フ
ォ
ソ
・
バ
ゥ
ア
ー
（
甲
く
昌
霊
亮
Ｈ
）
も
こ
れ
に
同
調
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
前
半
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
で
は
、
と
く
に
綿
紡
績
業
に
お
い
て
、
工
場
主
の
利
潤
追
及
欲
一
般
か
ら
の
み

で
な
く
、
内
外
の
競
争
、
と
り
わ
け
先
進
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
経
済
的
側
圧
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
児
童
労
働
の
使
用
に
向
げ
て

一
層
抽
車
が
か
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
オ
．
｝
雪
ま
■
Ｈ
昌
胃
茎
｛
¢
婁
９
賢
昌
｛
乙
。
◎
Ｎ
邑
胃
ｃ
。
け
ｐ
募
一
畠
・
。
・

　
　
（
２
）
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
長
谷
部
文
雄
訳
、
第
一
部
、
六
四
四
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
く
。
・
一
．
『
Ｈ
．
Ｏ
・
彗
竃
鼻
｝
・
申
○
二
Ｈ
睾

　
　
（
４
）
　
く
ぴ
ｑ
－
．
オ
一
〇
〇
箏
Ｎ
９
く
ｏ
冒
ｖ
勺
ひ
げ
ｏ
欠
Ｎ
目
昌
ｖ
巾
Ｈ
◎
－
ｏ
＄
ユ
９
《
Ｈ
Ｎ
Ｏ
ｏ
ｌ
Ｈ
Ｎ
卜

　
　
（
５
）
　
く
。
ｑ
－
・
オ
・
句
オ
ｏ
ぎ
■
Ｈ
…
胃
ま
け
ユ
ｏ
巨
｝
胃
昌
｛
。
。
０
Ｎ
邑
¢
Ｈ
ｃ
ｏ
薫
易
一
Ｎ
・
。
Ｈ
い
心
・
。
ド
前
掲
拙
著
、
一
四
五
べ
－
ジ
。

　
　
（
６
）
オ
．
嚢
一
一
量
員
窒
・
巨
彗
ら
■
己
ミ
置
壁
９
し
Ｈ
べ
－
Ｎ
鼻
｛
婁
二
≦
募
ｏ
事
｛
；
己
Ｏ
・
ｏ
・
。
ｏ
豪
・
ぎ
津
穿
ｏ
巨
彗
干
考
置
雪
婁
一

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
二
二
二
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）

四
六
（
二
一
四
）

　
　
Ｎ
◎
・
　
ま
た
、
　
く
ｏ
ｑ
－
　
～
く
¢
『
目
０
Ｈ
　
Ｏ
◎
箏
Ｎ
ｇ
　
　
Ｕ
¢
Ｈ
　
団
¢
胴
｛
箏
目
　
｛
¢
Ｈ
　
｛
ｏ
■
け
０
Ｄ
ｏ
｝
¢
目
　
ト
ユ
Ｕ
ｏ
岸
¢
ユ
Ｕ
¢
ミ
¢
胴
目
箏
囚
一
－
Ｐ
　
オ
｝
Ｈ
｛
¢
員
曇
『
　
団
¢
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
◎
箏
　
■
目
｛

　
　
卑
庁
ま
Ｏ
｝
耳
ヲ
目
自
胃
チ
○
器
ま
お
彗
｝
易
。
・
．
一
〇
霧
９
一
〇
軍
¢
旨
ｑ
○
晶
Ｏ
婁
胃
葦
婁
目
。
・
券
９
Ｐ
籟
卑
冒
ぎ
訂
団
¢
暮
Ｏ
葦
旨
－

　
　
。
・
彗
冒
｛
冒
け
婁
冨
ぎ
潟
賃
向
置
。
・
Ｏ
臣
津
琴
霊
易
雰
亭
壁
…
曇
ぎ
．
Ｏ
争
員
葬
晶
＄
お
Ｏ
げ
§
軍
＜
冒
内
◎
一
夏
彗
一

　
　
卑
窒
己
彗
旨
｛
Ｃ
０
｝
昌
胃
Ｐ
Ｏ
ｑ
ま
お
彗
宕
竃
一
〇
。
睾
な
お
、
坑
夫
共
済
組
合
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
二
九
九
～
三
〇
〇
ぺ
ー

　
　
ジ
、
を
参
照
せ
よ
。

（
７
）
曽
¢
旨
～
昌
豪
ま
員
昌
¢
キ
ぎ
ま
暑
胃
豪
ま
雰
¢
｛
目
｛
睾
巨
＆
９
｝
９
箏
ぎ
ぎ
目
吋
弩
冒
き
旨
己
易
三
¢
昌
岸
び
鶉
ｏ
邑
胃
９

　
　
じ
Ｏ
胃
序
訂
－
Ｏ
茎
。
・
冒
囚
ｑ
胃
昌
叫
昌
ぎ
｝
９
ぎ
げ
等
９
患
巨
０
－
ぎ
お
Ｈ
胃
９
Ｈ
Ｈ
．

（
８
）
　
高
橋
秀
行
「
弓
８
ぎ
ぎ
訂
Ｏ
召
暮
註
◎
■
｛
旨
○
¢
ミ
ｏ
｝
ｏ
と
プ
ロ
イ
セ
ソ
エ
業
技
術
の
近
代
化
－
一
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ソ
エ
業
育
成

　
　
振
興
政
策
研
究
一
１
」
、
『
経
済
論
集
』
、
二
四
巻
二
・
三
・
四
合
併
号
、
一
九
七
二
年
、
九
九
～
一
〇
〇
ぺ
ー
ジ
。
く
県
■
Ｐ
易
Ｏ
き
９

　
　
Ｃ
．
Ｏ
巨
一
二
轟
Ｏ
邑
豊
５
巨
ｑ
Ｏ
ｈ
厚
¢
巨
己
邑
ま
麦
９
■
轟
一
〇
。
３
Ｐ
葦
Ｏ
ぎ
旨
｛
旦
＜
四
ａ
弓
８
～
豪
Ｏ
二
昌
嚢
目
好
５
一
〇
｝
霊
昌
◎
く
亀

　
　
旨
｛
彗
｛
胃
内
亭
Ｈ
（
Ｈ
・
◎
旨
－
Ｈ
・
。
べ
・
◎
）
一
ｇ
ま
お
竃
畠
鼻
Ｈ
０
・
ド
イ
ツ
で
は
熟
練
労
働
者
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
国
家
の
技
術
養

　
　
成
政
策
を
中
心
に
種
六
の
技
術
学
校
や
そ
の
他
の
陶
冶
機
関
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
、
一
八
二
〇
年
代
以
降

　
　
「
技
術
者
（
弓
８
事
寿
９
）
」
と
い
う
呼
称
が
拡
ま
っ
て
い
き
、
　
一
八
五
〇
年
代
以
降
「
ユ
ソ
ジ
ニ
ア
（
Ｈ
お
９
庁
膏
）
」
と
い
う
乎
称
が
使

　
　
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
向
区
二
８
－
胃
．
）
。

（
９
）
　
オ
・
司
ぎ
ざ
■
Ｈ
昌
９
ぎ
け
｛
ｏ
巨
ｏ
｝
９
旨
｛
８
Ｎ
邑
ｏ
ｈ
ｃ
っ
§
易
一
Ｎ
０
．
Ｈ
・
な
お
、
こ
こ
で
、
工
業
化
の
初
期
に
は
、
企
業
家
と
労
働
者
、

　
　
労
働
者
の
上
層
と
下
層
の
問
に
、
な
お
上
向
と
下
向
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
お
り
、
杜
会
的
対
流
現
象
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し

　
　
て
お
き
た
い
と
思
う
。
Ｗ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
初
期
の
労
働
世
界
は
、
そ
れ
自
体
上
向
と
下
向
の
可
能

　
　
性
を
も
っ
て
お
り
、
ヨ
リ
大
き
な
杜
会
的
声
望
お
よ
び
個
人
的
満
足
の
領
域
と
ヨ
リ
小
さ
た
そ
れ
ら
の
領
域
と
を
も
っ
て
い
た
。
労
働
者

　
自
身
が
企
業
家
に
た
る
と
す
れ
ぱ
た
し
か
に
ー
異
常
な
特
殊
た
ぽ
あ
い
に
１
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
労
働
世
界
内
部
に
お
い
て
は
、
か

　
　
れ
は
自
身
の
給
料
や
地
位
を
上
げ
る
多
様
た
可
能
性
を
も
っ
て
お
り
、
労
働
者
や
手
工
業
者
や
杜
会
主
義
者
の
回
顧
録
が
、
そ
の
こ
と
を

　
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
」
（
向
茎
・
し
ｃ
．
ｏ
－
Ｎ
０
．
Ｈ
・
）
。
そ
し
て
、
そ
の
良
い
例
と
し
て
、
オ
・
空
。
ｑ
ｏ
ｑ
彗
＄
ｏ
戸
卑
巨
昆
Ｈ
目
長
竃
¢
巨
霧
算
彗

　
く
８
罫
邑
ぎ
景
団
旨
茅
－
幸
¢
箏
ま
ま
胃
讐
冨
・
。
べ
．
を
挙
げ
て
い
る
（
向
巨
二
胃
岬
．
）
。
こ
う
し
た
可
能
性
は
一
八
五
〇
年
代
に
お
い
て
も

　
　
な
お
存
在
し
て
い
た
（
く
県
オ
◎
拝
彗
帽
内
警
昌
彗
目
一
勺
◎
罧
げ
Ｏ
ぎ
昌
｛
８
Ｎ
邑
¢
向
鼻
ま
Ｏ
匡
冒
０
ｑ
｛
實
Ｐ
竃
試
争
い
■
ト
ま
９
ａ
易
Ｏ
罫
津



（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

Ｈ
・
。
蜆
○
山
胃
戸
貝
胃
易
↑
幸
ｏ
拝
彗
。
・
雲
鼻
彗
奪
３
串
易
帽
二
買
◎
ま
昌
Ｏ
註
募
Ｏ
ぎ
く
９
｝
婁
昌
。
・
。
。
。
・
轟
Ｏ
巨
Ｏ
睾
¢
（
お
Ｈ
甲
岩
Ｈ
・
。
）
一

穴
呂
目
Ｈ
彗
ド
お
ド
前
掲
拙
著
、
一
四
九
、
一
五
八
、
二
三
四
ぺ
－
ジ
を
も
参
照
せ
よ
）
。

　
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
長
谷
部
文
雄
訳
、
第
一
部
、
六
五
三
ぺ
ｉ
ジ
。

　
ミ
．
嚢
－
竃
昌
二
Ｕ
庁
ぎ
｛
ぎ
ぴ
・
¢
宗
二
冨
註
巨
一
彗
Ｃ
つ
艮
叫
冨
；
斤
肯
Ｈ
－
昌
ド
０
９
己
・
二
９
¢
ま
募
〇
一
５
霊
く
薫
¢
昌
お
一
。
。
べ
．

　
く
、
．
　
Ｏ
◎
目
Ｎ
９
　
く
◎
昌
ｖ
勺
２
Ｕ
ｏ
Ｈ
〈
Ｎ
岸
Ｂ
ｖ
勺
Ｈ
０
庁
け
｝
｛
～
一
小
　
Ｈ
Ｈ
Ｏ
ｏ
．

　
巨
婁
ポ
～
９
９
く
昌
ｑ
彗
け
Ｈ
晶
彗
宇
二
３
彗
ら
胃
婁
け
Ｏ
箏
ｑ
窒
冨
プ
彗
・
つ
Ｏ
き
冨
－
け
号
ぎ
≧
｛
・
＆
患
員
§
昌
｝
易
胴
ニ

ト
易
Ｏ
・
＄
ｏ
巨
ｏ
葦
ｏ
昌
｛
勺
○
…
汀
字
。
・
薄
～
事
昌
Ｂ
べ
○
．
Ｏ
・
争
毒
葬
晶
く
旨
－
巨
奉
一
。
・
雰
お
。
。
暮
霧
。
。
９
ｂ
豪
竃
一
ｑ
Ｒ
二
竃
ト
乙
Ｓ
．

な
お
、
く
囚
－
．
ｐ
宙
葦
ｏ
易
一
申
甲
○
．
一
・
。
．
ま
た
、
一
八
一
八
年
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
関
税
法
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
諸
田
実
『
ド
イ
ツ
関
税

同
盟
の
成
立
』
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
、
二
一
、
五
四
～
五
五
、
七
七
～
七
八
ぺ
－
ジ
、
を
参
照
せ
よ
。

　
前
掲
拙
著
、
二
二
六
ぺ
ー
ジ
。

　
ミ
．
　
Ｏ
◎
目
Ｎ
９
　
く
◎
８
ｖ
Ｈ
。
ひ
げ
¢
尺
Ｎ
目
Ｂ
ｖ
勺
『
◎
Ｈ
¢
け
ｐ
｛
｝
け
小
　
Ｈ
Ｎ
卜

　
｝
．
幸
．
卑
夢
昌
０
ｑ
．
ｑ
ｇ
Ｐ
．
Ｐ
○
二
お
Ｏ
。
一
お
〒
お
・
。
．
ミ
Ｏ
Ｈ
持
竃
０
ｑ
穴
９
Ｈ
昌
彗
Ｐ
艮
Ｏ
－
邑
易
巨
竺
Ｏ
射
睾
◎
巨
旨
Ｏ
Ｐ
Ｐ
罵
一
一
９
占
箏
Ｏ

ぎ
訂
豪
茅
ま
Ｎ
員
Ｏ
霧
９
一
〇
巨
¢
旨
ｑ
Ｏ
Ｏ
昌
９
易
Ｏ
罫
穿
〆
冒
貧
０
つ
巨
看
胃
“
。
。
甲
昌
．

　
ゆ
　
両
親
の
貧
困
１
１
杜
会
的
要
因

　
「
児
童
労
働
の
第
二
の
局
面
」
を
招
来
し
た
第
三
の
要
因
は
、
生
存
最
低
限
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
子
供
の
家
計
補
助
を
不

可
欠
と
し
た
貧
困
家
庭
の
存
在
に
あ
っ
た
。

　
一
八
二
四
年
一
月
中
旬
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
政
府
は
、
文
相
ア
ル
テ
ソ
シ
ュ
タ
ィ
ソ
に
対
す
る
報
告
に
お
い
て
、
児
童
雇
傭
の

原
因
を
両
親
の
エ
ゴ
ィ
ズ
ム
と
困
窮
以
外
に
は
求
め
得
な
い
と
述
べ
、
そ
の
理
由
を
、
大
人
が
一
〇
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ソ
得
る
の
と
同
じ

仕
事
を
児
童
が
ニ
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ソ
三
プ
フ
ェ
ニ
ッ
ヒ
で
行
な
う
こ
と
、
お
よ
び
両
親
の
困
窮
が
、
工
場
が
遠
方
に
あ
る
ぱ
あ
い
に
は
、

子
供
を
工
場
近
辺
に
住
む
貧
乏
人
の
も
と
に
預
け
、
食
費
や
養
育
費
を
差
し
引
い
た
後
、
六
～
七
プ
フ
ェ
ニ
ッ
ヒ
を
子
供
か
ら
得
な

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
二
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
二
ニ
ハ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

げ
れ
ば
な
ら
な
い
程
に
達
し
て
い
た
こ
と
、
に
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
貧
窮
は
、
こ
こ
で
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
児
童
労
働
者
が
低
賃
銀
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
大
人
の
労
働
に
と
っ
て
代

っ
た
こ
と
か
ら
の
み
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
ヨ
リ
広
い
杜
会
的
背
景
の
な
か
で
、
す
な
わ
ち
大
衆
貧
窮

と
い
う
杜
会
間
題
の
発
生
を
背
景
と
し
て
理
解
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
児
童
労
働
を
招

来
し
た
両
親
の
貧
困
と
い
う
杜
会
的
要
因
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
技
術
的
要
因
と
経
済
的
要
因
よ
り
も
ヨ

リ
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
「
児
童
労
働
の
第
二
の
局
面
」
を
招
来
し
た
要
因
と
し
て
、
０
Ｄ
機
械
の
導
入
と
い
う
技
術
的
要
因
、
の
企
業
家
の

利
潤
追
及
欲
と
い
う
経
済
的
要
因
、
倒
子
供
の
家
計
補
助
を
不
可
欠
と
す
る
貧
困
家
庭
の
存
在
と
い
う
杜
会
的
要
因
、
を
指
摘
し
得

る
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
第
二
局
面
に
お
げ
る
児
童
労
働
者
が
・
い
か
な
る
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
の
か
、
の
考
察
に
す
す
む
こ
と
に
し

よ
う
。

　
　
（
１
）
　
○
．
穴
．
ト
目
ざ
■
．
Ｐ
串
〇
一
．
０
ー
べ
一

　
２
　
児
童
労
働
者
の
状
態

　
児
童
労
働
者
の
状
態
に
っ
い
て
は
、
ま
ず
児
童
労
働
者
の
地
域
別
お
よ
び
部
門
別
分
布
を
検
討
し
た
後
、
児
童
労
働
者
の
状
況
へ

と
考
察
を
す
す
め
た
い
と
思
う
。

　
０
Ｄ
　
児
童
労
働
者
の
地
域
別
お
よ
び
部
門
別
分
布

　
一
八
二
四
年
六
月
二
六
日
に
文
相
ア
ル
テ
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
は
、
各
県
庁
（
ア
ー
ヘ
ソ
、
ト
リ
ァ
ー
、
ヶ
ル
ソ
、
コ
ブ
レ
ソ
ツ
、
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
、
ア
ル
ソ
ス
ベ
ル
ク
、
、
ミ
ュ
ソ
ス
タ
ー
、
、
・
・
ソ
デ
ソ
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
、
リ
ー
グ
ニ
ヅ
ツ
）
に
対
し
て
、
工
場
で
働
い
て
い
る
児
童



の
年
令
、
健
康
、
風
紀
、
学
校
教
育
、
労
働
の
種
類
、
労
働
時
問
等
に
つ
い
て
一
〇
の
質
問
を
設
定
し
、
報
告
書
を
作
成
し
て
回
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ソ
ト
ラ
ー
ト
　
　
コ
ム
ナ
ー
ル
ベ
ヘ
ル
デ
ソ

す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
各
県
庁
は
、
報
告
書
の
作
成
を
郡
会
と
市
町
村
役
所
に
委
任
し
た
。
郡
、
市
町
村
で
は
、
工
場
主
、
校
長
、

地
区
の
牧
師
、
地
方
庁
の
医
師
、
商
業
身
分
所
属
者
に
対
し
て
、
か
れ
ら
の
経
験
に
も
と
づ
く
報
告
と
意
見
を
求
め
、
こ
れ
を
集
約

し
て
報
告
を
作
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
八
二
四
年
八
月
か
ら
一
八
二
五
年
八
月
ま
で
に
一
〇
の
報
告
が
文
相
の
も
と
に
届

い
鴛

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
報
告
を
手
が
か
り
に
し
て
児
童
労
働
者
の
地
域
別
お
よ
び
部
門
別
分
布
の
考
察
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と

思
う
。
そ
の
さ
い
、
差
当
り
、
こ
こ
で
、
報
告
が
工
場
主
等
の
意
見
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
Ｇ
一
Ｋ
．
ア
ソ
ト
ソ

が
、
た
と
え
ぼ
児
童
の
健
康
状
態
が
良
好
で
あ
る
と
の
報
告
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
ば
あ
い
に
お
い
て
も
、
労
働
時
問
や
労
働
環
境
に

っ
い
て
の
報
告
を
勘
案
す
る
時
、
良
好
で
あ
っ
た
と
は
信
じ
難
い
等
の
批
判
を
し
ぱ
し
ば
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
報
告
の
信
愚
性
に

一
定
の
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
Ｇ
．
Ｋ
．
ア
ソ
ト
ソ
は
、
こ
の
報
告
の
結
果
を
要
約
し
て
、
工
場
児
童
の
状
態
が
最
悪
で
あ
っ
た
地
域
が
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ト
と
ヴ
ェ

ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
州
で
あ
り
、
ザ
ク
セ
ン
州
が
比
較
的
好
ま
し
い
状
況
に
あ
り
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
州
と
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル
ク
州
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

両
者
の
中
問
に
位
置
し
て
い
る
が
、
総
じ
て
弊
害
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
報
告
か
ら
、
各
州
に
お
い
て
児
童
を
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

傭
し
て
い
た
産
業
部
門
お
よ
び
工
程
を
纏
め
た
の
が
第
一
四
表
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
表
か
ら
は
各
州
に
お
け
る
児
童
労
働
者
数
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
産
業
部
門
か
ら
児
童
労
働
者
を

多
数
雇
傭
し
て
い
た
地
域
を
推
定
す
る
な
ら
ぼ
、
ラ
ィ
ソ
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
の
西
部
二
州
に
っ
い
で
、
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル
ク
、

シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
、
ザ
ク
セ
ソ
の
諾
州
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
Ｒ
・
ア
ル
ト
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
ド
ィ
ッ
に
お
い
て
、
工

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
間
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
二
一
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
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）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤
崖
淋
　
Ｈ
◎
・
違
舟
万
苗
陳
浅
繭
轟
脈
ざ
（
ピ
・
汁
茜
蔦
一

五
〇
（
二
一
八
）

喪
「
』
箭
片
９
，
Ｈ
融

Ｈ
一
　
勺
８
弐
■
Ｎ
オ
ｏ
ｏ
ｏ
津
邑
ｏ
■

ト
Ｈ
易
訂
お
ｇ
申
品
庁
昌
お
。
・
げ
竃
－
寿
〔
〆
６
咋
〆
識
竃
洋
難
昧
〕

寄
募
宕
邑
ｏ
ま
〔
伊
６
～
〆
弗
嚇
洋
洋
爵
〕
１
１
議
ラ
陣
Ｈ
蛸
（
陣
ｅ
冴
浄
斗
イ
イ
６
～
〔
◎
癌
奇
推
◎
難
奮
洋
露
威
叶
薄
ぺ
片
“
洋
誌
呼
浸

　
　
蝿
～
叫
か
芹
掛
）
一
坤
篭
鰹
罰
Ｈ
蜻
（
溝
蒔
串
◎
令
叫
◎
単
踊
一
映
映
吠
映
洋
鮮
警
◎
辻
＜
７
一
甘
舜
串
ｅ
ｑ
い
メ
勝
ｑ
～
直
癖
礁
）
・
陣

　
　
紛
耀
事
Ｈ
蛸
（
塵
寧
９
〈
叱
灌
蒔
～
陣
ｅ
浮
～
苓
ヲ
　
｛
ざ
ヴ
ｅ
藻
〉
◎
議
ぐ
・
ｄ
耳
一
諦
ｅ
曹
◎
埣
イ
〉
吋
凡
＼
嚇
ｅ
耀
餅
）
・
凡
＼
Ｈ

　
　
鱗
（
温
◎
茸
げ
Ｏ
ラ
欝
〉
◎
凡
＼
ｅ
～
ｏ
６
ｑ
）
一
×
べ
＼
ｅ
伽
汁
Ｈ
雛
（
Ｘ
べ
＼
ｅ
ト
汁
◎
欝
蒔
～
串
踊
）
一
欝
曹
Ｈ
蛸
（
楽
勝
岬
令

　
　
ホ
◎
禽
ｅ
樽
速
轡
）
一
浮
法
首
◎
鄭
Ｈ
鹸
（
中
繁
薄
ｄ
ｅ
芹
ト
耳
）
一
淳
６
昧
Ｈ
離
（
浮
６
昧
潜
争
〉
ｅ
紛
商
片
ぴ
‘
ノ
サ
紅
弗
～
踊
昧
）
・

　
　
歯
さ
紛
Ｈ
鹸
（
晒
さ
紛
◎
簡
歩
討
（
）
一
灌
欝
Ｈ
蛸
（
登
ざ
汁
怜
欝
ｅ
卦
田
重
サ
ワ
◎
膏
◎
圧
「
欝
◎
串
串
９
一
覇
ｅ
芭
ｏ
埜
歩
）
・
誌

　
　
登
昧
Ｈ
蛸
（
醇
睦
ｅ
曹
じ
昏
一
壮
－
斗
＼
ｅ
欝
◎
灘
曹
隷
サ
ワ
◎
ヰ
轟
一
謙
吟
婁
ヰ
ｅ
ヰ
轟
一
串
ヰ
斗
嚇
ふ
）
◎

　
ｈ
５
オ
Ｕ
９
ぎ
旨
｛
Ｈ
出
群
瀞
Ｈ
蛸
（
薄
出
藩
〉
◎
ポ
出
ｅ
昂
勲
端
）
一
譜
曹
瀞
Ｈ
蛸
（
譜
讃
～
尊
灘
）
一
品
欝
鳶
Ｈ
鏑
（
薄
出
咋
隷
岬
、
“

　
　
〈
ｅ
詳
裁
一
写
民
時
（
繁
苓
淋
礁
）
一
箪
Ｈ
鹸
（
÷
箪
ｅ
寺
灌
）
。

　
内
至
。
・
曽
品
彗
１
１
出
欝
曹
Ｈ
鮪
～
議
群
灘
Ｈ
鮪
（
券
６
箏
券
勝
竺
ポ
出
尊
ぺ
ｏ
～
由
す
写
一
薄
出
一
品
講
鳶
ｅ
詳
事
）
一
灌
欝
Ｈ
蜻
（
ベ

　
　
ヰ
ー
眉
－
＼
浅
～
回
－
芹
掛
）
一
聴
価
Ｈ
蛸
（
淋
ｅ
闘
完
～
側
粛
濡
煎
ぺ
）
◎

　
内
５
あ
≧
ａ
量
Ｈ
寧
紛
Ｈ
鹸
（
ホ
跡
ラ
）
一
議
ラ
陣
Ｈ
鹸
～
講
群
瀞
Ｈ
蛸
（
ベ
ヰ
ー
司
－
＼
警
～
こ
マ
テ
ト
＼
７
警
～
回
－
ヰ
掛
）
◎

　
穴
５
オ
乙
ｏ
庁
。
ｑ
彗
１
１
講
Ｈ
鮪
（
茸
講
一
薄
蕾
一
舞
楽
一
宙
す
ｑ
一
楽
蝶
昧
）
一
熟
欝
鮪
一
群
欝
ヨ
～
円
濡
Ｈ
舶
（
光
、
丘
～
蝿
｛
事
靱
ｄ
ｅ
辞

　
　
剖
ｅ
詳
華
～
鹿
淫
）
。

　
内
５
オ
団
◎
ｏ
ぎ
昌
Ｈ
」
品
欝
瀞
Ｈ
蜻
ｅ
歩
づ
苗
昧
寓
由
◎

　
穴
屋
オ
９
潟
１
１
出
議
曹
Ｈ
蛸
（
券
勝
竺
↓
璽
昧
）
一
聴
栂
Ｈ
鏑
（
〉
－
、
＼
警
～
画
弓
芹
掛
）
◎

　
内
昌
オ
穿
一
◎
亭
ｕ
品
薄
爾
Ｈ
蛸
（
譜
群
藩
苓
辮
一
券
蝶
昧
）
一
撃
欝
鹿
欝
尋
（
ホ
蘭
一
欝
燕
静
ぐ
、
）
◎

　
内
邑
の
団
昌
８
１
１
凡
＼
Ｈ
蛸
（
欝
〉
◎
～
＼
ｅ
～
ｏ
６
耳
）
。

　
内
お
オ
ｃ
ｏ
◎
霧
戸
■
甘
湯
試
睾
一
｝
｝
昌
員
オ
葦
電
易
置
目
亘
沖
由
蹄
渕
轟
◎
Ｈ
舶
洋
ぺ
◎

　
く
－
己
竃
胃
霊
。
ｑ
ぎ
昌
お
。
。
訂
Ｎ
－
宍
Ｈ
－
譜
尊
瀞
Ｈ
蛸
一
垣
斗
“
メ
Ｈ
蛸
一
Ｌ
」
、
隠
揖
Ｈ
鹸
ｄ
寓
記
。

　
竃
｛
易
叶
胃
雰
。
・
ざ
昌
お
。
。
ず
９
－
寿
Ｈ
い
譜
群
瀞
Ｈ
聾
－
廿
亭
Ｈ
鮪
づ
涛
記
◎



ド

ｏ
ｏ
．

卜

蜆
．

　
内
ぎ
巨
冒
◎
く
一
§

Ｕ
萎
・
巨
冒
雪
カ
曇
Ｒ
；
。
・
。
。
茅
・
薫
↓
し
ｏ
ｏ
＞
ｅ
声
蹄
亨
溝
と
～
讃
萎
藻
Ｈ
縞
ｄ
痔
逼
。

声
８
プ
竃
胃
穴
昌
庁
；
お
。
。
訂
Ｎ
一
寿
１
－
軍
Ｈ
蛙
一
斗
“
×
Ｈ
鹸
一
書
薄
Ｈ
転
一
議
菖
Ｈ
蟻
ｄ
淳
ヨ
。

カ
ｏ
阻
¢
ユ
お
。
。
げ
雷
一
寿
穴
ひ
巨
い
い
壽
書
驚
Ｈ
蟻
一
這
曲
書
驚
Ｈ
縞
一
｝
書
Ｈ
蟻
一
い
↓
河
と
Ｈ
蜂
・
い
）
光
＼
講
Ｈ
演
・
－
キ
キ
“
上
叢

　
藁
き
Ｈ
蟻
一
－
洋
す
Ｈ
歯
一
－
マ
ー
メ
Ｈ
蟻
一
１
、
導
昧
繁
Ｈ
醇
一
－
糞
簿
Ｈ
離
一
－
軍
Ｈ
柘
・
－
葦
十
Ｈ
藻
一
－
藪
兼
Ｈ
蛙
・
端
い
“
ド
◎
騒

　
揖
Ｈ
鹸
。

肉
邑
警
曇
げ
導
＝
（
・
一
・
一
§
－
い
命
婁
Ｐ
華
よ
萎
鳶
Ｈ
串
い
出
驚
さ
Ｈ
聾
－
灌
祭
Ｈ
夢
－
警
十
毒
紛
拶
－
潜
繋
罫

　
－
温
蟻
Ｈ
鎮
一
購
音
Ｈ
鎮
一
斗
〕
に
－
Ｈ
蜂
一
寿
董
料
藁
藁
鳶
Ｈ
鹸
。

尾
晶
一
９
旨
ぴ
・
。
・
げ
邑
鼻
箏
庁
Ｈ
Ｈ
繋
警
辮
一
斗
“
×
Ｈ
蟻
一
－
糞
ぺ
＼
斗
＼
資
磯
資
ヨ
・
出
・
器
撃
議
Ｈ
鮪
・
出
藁
書
Ｈ
潮
・
－
蚕
調
Ｈ
蛸
・

　
－
塞
哨
鼻
蚕
兼
Ｈ
転
一
菌
柾
Ｈ
縞
一
－
灌
欝
Ｈ
齢
一
禽
商
一
湘
鴻
黙
・
騎
望
昧
、
）
キ
Ｈ
麟
。

　
～
◎
ま
冨
Ｃ
Ｏ
Ｏ
巨
霧
－
９
〔
“
べ
二
÷
責
Ｏ
旨
陣
寓
曽
ｅ
糠
繭
一
溝
満
叶
５
〔
」
、
〕

■
晶
庄
訂
胃
内
晶
－
胃
昌
霊
げ
９
｛
鼻
Ｈ
尉
曲
薄
藻
Ｈ
鹸
一
肖
斗
“
メ
Ｈ
鹸
◎

零
窃
一
竃
胃
宋
品
庁
昌
烏
。
。
げ
０
Ｎ
甘
斤
Ｈ
嵩
勇
卦
Ｈ
鹸
一
出
薫
書
Ｈ
蜻
一
繁
薫
薄
溝
Ｈ
鏑
一
脈
四
脈
潜
亭
Ｈ
鹸
一
鰹
繋
ヨ
一
樽
栂
Ｈ
蛸
◎

　
～
ｏ
ま
旨
ｃ
ｏ
８
雰
彗
ｎ
禽
揖
Ｈ
鯖
一
斗
〕
）
Ｉ
Ｈ
蜻
一
出
驚
き
一
胃
尋
詩
一
に
光
メ
斗
キ
“
上
×
）
＼
品
講
鳶
Ｈ
鱗
一
嘩
董
灌
宙
Ｈ

　
館
一
碕
潜
庫
Ｈ
鹸
。

　
巾
８
く
巨
Ｎ
団
§
目
｛
ｏ
目
一
Ｕ
■
『
ｏ
ｑ

雰
牡
Ｒ
旨
。
・
。
。
げ
置
寿
胃
竃
庁
巨
ユ
史
○
・
Ｈ
曲
欝
鳶
Ｈ
蜻
一
斗
“
メ
Ｈ
串
卦
欝
鳶
ヰ
ト
ｑ
Ｈ
鮪
・
讃
Ｈ
錬
・
隠
揖
Ｈ
嚇
一
藩
薄
Ｈ
鮪
・

雰
。
・
－
ｏ
昌
お
。
・
げ
置
鼻
勺
◎
蒜
〇
四
Ｂ
ｌ
ｌ
出
講
薄
Ｈ
鏑
一
詣
繁
鳶
Ｈ
麟
一
吠
ワ
脈
潜
き
Ｈ
蛸
一
鱈
揖
Ｈ
鹸
・
斗
“
メ
Ｈ
鏑
・
斗
〕
ｏ
－
Ｈ
離
・
灌

　
欝
Ｈ
鏑
一
沸
韻
Ｈ
館
。

｝
彗
り
尋
邑
け
雰
昌
目
Ｈ
出
藁
書
Ｈ
鹸
一
吠
ワ
脈
潜
啓
Ｈ
鮪
一
養
糸
詳
滋
Ｈ
鹸
一
讃
Ｈ
鮪
・
潜
嘩
Ｈ
蛸
・
洋
す
Ｈ
鮪
・
如
脈
警
◎
６
昧
輝
曹

　
汁
汀
昧
灌
庸
Ｈ
蜻
一
嵌
詩
Ｈ
鹸
一
・
九
ベ
ペ
ｅ
如
汀
Ｈ
蟻
一
汁
、
、
Ｈ
串
ｗ
小
ぺ
Ｈ
舶
一
蚕
鶉
Ｈ
聾
光
、
＼
Ｈ
革
糠
調
灌
奇
Ｈ
蜻
。

場
に
お
げ
る
児
童
労
働
力
の
搾
取
が
大
規
模
に
行
な
わ
れ
た
三
っ
の
地
域
と
し
て
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
、
ラ
ィ
ソ
ラ
ソ
ト
、
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ク
セ
ソ
王
国
を
あ
げ
て
い
る
。
Ａ
・
グ
ラ
ー
デ
ソ
に
よ
れ
ぽ
、
報
告
作
成
時
か
ら
二
〇
数
年
後
の
一
八
四
六
年
に
お
げ
る
プ
ロ
ィ
セ

　
　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
二
一
九
）
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数者働労童児たみにｕ
口
刀

門部業産るげおにソセイ
ロプの年

４
６

１
８表

１
５第

％

７
１

１
８

１
０

Ｂ
／

一
２
４

一
７
６
■

４
４

１
・
０
・
１
↓
　
１
↓

７
一

３
一

７
６
一

Ａ

１

回

８
　
０
５
５
８
　
７

７
４
，

１
３
，

３
９
，

８
８
，

６
８
，

２
３
，

４
１
７

２
拠

計
６
２

９

３

７

３

Ｏ

数

．

４
１

７
．
　
８

９

７ ７
３

４
　
７
Ｆ
ｏ

一
６
１
２

一
４
７

５
７

，

，

１
－
一
　
〇
）

１
，
２

１
，
７

１

２

１

５

員
以
１

才
４

２
０
６
５
１

２
０
，

７
‘
　
’
Ｏ １
２

１
男

１
４
８
４
　
２
７
２
３
８
４
３
０

，

，

２
　
０
１

，

，

，

，

３
１
，

７
８
　
０
２

１
１
１
５
８
３
４
　
１

３
９
３

業

１９０
３
３

１
０

ｉ
９
３
１

一
９
９
５

１
１

岬
女

４
　
１
’
４

，

，

８
６
，

１
１
一
　
〇
）

満

３
ユ

従
未
１才
０
５

９
８

１
５
６

－
２
７

■
２
９

１
４

１
４
男

Ｆ
０
　
１
・
一

，

，

Ｏ
，

１
↓
　
０
　
１

８
，
２

５
３
，

２

７
１

数

３
０

８
７
１

０
６
６
０１
３

９

９

４

営

６
，
２

Ｆ
ｏ
　
３
　
１
↓

，

，

，
９
３
，

０
３
，

経

７
２
　
７
ｏ
，
Ｕ

＞
３
１
１

８
７

１

績
布
げ
粉
山
業
場

一
織
ガ
蒲
計

ユ
．
２
．

３
・
４
．
５
．
６
．
７
．

合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
二
二
〇
）

ソ
の
児
童
労
働
者
総
数
は
三
一
、
〇
六
四
人
で
あ
り
、
労
働
者
総
数
四
六
六
、
〇
三
三

名
の
六
．
六
％
に
当
り
、
こ
の
う
ち
、
ラ
イ
ソ
州
の
児
童
労
働
者
数
は
全
プ
ロ
イ
セ
ソ

に
お
げ
る
児
童
労
働
者
総
数
の
六
六
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
た
、
ラ
ィ
ソ
州
の

労
働
者
総
数
の
一
四
・
八
勿
に
当
り
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
全
体
の
ば
あ
い
の
比
率
六
・
六
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

を
大
巾
に
凌
駕
し
て
い
た
。
以
上
よ
り
、
児
童
労
働
者
数
の
多
い
地
域
と
し
て
は
、
西

部
二
州
、
と
り
わ
げ
ラ
ィ
ソ
州
が
重
要
で
あ
り
、
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル
ク
、
シ
ュ
レ
ー
ジ

ェ
ソ
等
の
諸
州
も
ま
た
看
過
し
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
得
る
の
で
あ

る
。　

っ
ぎ
に
、
児
童
労
働
者
の
部
門
別
分
布
の
考
察
に
移
る
な
ら
ば
、
第
一
四
表
か
ら
注

目
を
惹
く
産
業
部
門
は
、
繊
維
工
業
、
金
属
加
工
業
、
煙
草
、
製
紙
、
ガ
ラ
ス
等
の
部

門
で
あ
る
。
こ
の
報
告
か
ら
は
部
門
別
の
児
童
労
働
者
数
が
不
明
な
の
で
、
一
八
四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

年
に
お
げ
る
プ
ロ
ィ
セ
ソ
の
児
童
労
働
者
数
を
部
門
別
に
示
し
た
の
が
第
一
五
表
で
あ

る
。
こ
の
表
に
お
い
て
止
目
す
べ
き
点
は
、
第
一
に
繊
維
工
業
部
門
に
お
け
る
児
童
労

働
者
数
が
量
的
に
ぬ
き
ん
で
て
い
る
点
と
、
第
二
に
繊
維
工
業
の
う
ち
で
絶
対
数
に
お

い
て
は
織
布
部
門
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
労
働
者
総
数
と
の
比
率
で
は
機

械
紡
績
の
比
重
が
高
い
点
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
い
織
布
部
門
に
お
い
て
は
、
既
述
の

よ
う
に
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
は
家
内
工
業
形
態
が
主
で
あ
り
、
五
〇
年
代
に
力
織
機
が



導
入
さ
れ
た
後
に
工
場
制
に
移
行
す
る
点
と
、
の
紡
績
部
門
と
仕
上
げ
部
門
を
比
較
す
る
時
、
後
者
が
健
康
的
に
は
は
る
か
に
良
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

な
状
態
に
あ
り
、
空
気
の
汚
れ
や
熱
気
も
少
な
く
、
た
だ
騒
音
の
み
が
激
し
か
っ
た
点
、
ゆ
し
た
が
っ
て
、
後
段
で
考
察
す
る
よ
う

に
紡
績
部
門
で
と
り
わ
け
児
童
労
働
者
の
状
態
が
劣
悪
で
あ
っ
た
点
、
を
考
慮
す
る
な
ら
ぼ
、
機
械
紡
績
部
門
が
と
く
に
問
題
と
な

っ
て
く
る
。

　
紡
績
部
門
に
お
い
て
児
童
が
使
用
さ
れ
た
工
程
を
、
一
七
八
四
年
に
設
立
さ
れ
た
ブ
レ
ッ
ゲ
ル
マ
ソ
の
ア
ー
ク
ラ
ィ
ト
エ
場
を
例

と
し
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
児
童
は
混
綿
、
清
掃
、
流
綿
の
工
程
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
一
八
五
三
年
に
は
一
粗
紡
機
（
く
Ｏ
畠
旦
昌
－

昌
馨
巨
亮
）
当
り
一
人
の
大
人
に
五
人
の
児
童
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
少
女
の
働
い
た
工
程
と
し
て
は
紡
績
場
で
の
手
伝
い

（
｝
彗
昌
彗
鷺
ユ
昌
彗
巨
○
っ
ｏ
－
箏
易
邑
）
、
糸
っ
ぎ
（
ト
己
鳥
プ
竃
。
・
ｏ
寸
家
彗
胃
霊
｛
彗
）
お
よ
び
ご
み
掃
除
（
ト
ま
ぎ
～
彗
｛
窃
声
睾
ｐ
房
）
が

　
　
　
　
（
８
）

挙
げ
ら
れ
る
。

　
以
上
、
児
童
労
働
者
の
地
域
別
お
よ
び
部
門
別
分
布
の
考
察
か
ら
、
児
童
労
働
者
が
も
っ
と
も
多
数
雇
傭
さ
れ
て
い
た
の
が
、
ラ

ィ
ソ
州
に
お
げ
る
綿
紡
績
工
場
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
児
童
の
雇
傭
が
西
部
二
州
の
み
で
な
く
、
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル
ク
、
シ
ュ
レ
ー

ジ
ェ
ソ
等
の
諸
州
に
お
げ
る
多
彩
な
産
業
部
門
に
及
ん
で
い
た
こ
と
、
の
二
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
後
段
で
考
察
す
る

よ
う
に
、
一
八
三
九
年
の
児
童
保
護
規
定
の
制
定
の
要
望
が
、
綿
紡
績
工
場
に
１
お
い
て
多
数
の
児
童
労
働
者
を
使
用
し
て
い
た
ラ
ィ

ソ
州
の
第
五
回
州
議
会
で
問
題
と
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
後
、
規
定
の
制
定
に
当
り
、
そ
の
適
用
地
域
が
、
ラ
ィ
ソ
州
以
外
の
諸
州
に
１

お
い
て
も
多
彩
な
産
業
部
門
に
お
い
て
児
童
が
雇
傭
さ
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
全
プ
ロ
イ
セ
ソ
を
対
象
と
し
て
発
布
さ
れ
る
に
至
っ

た
事
情
を
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
っ
ぎ
に
、
児
童
労
働
者
の
状
態
に
っ
い
て
の
考
察
に
す
す
む
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
（
１
）
　
９
内
・
声
鼻
◎
Ｐ
２
串
○
ニ
ベ
よ
・
た
お
、
回
状
指
令
の
全
文
は
、
く
県
向
げ
ａ
Ｈ
雪
．
宗
・
◎
一

　
　
　
　
三
月
前
期
の
ブ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
け
る
「
杜
会
間
題
」
目
（
川
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
二
二
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）

五
四
（
二
二
二
）

（
２
）
向
茎
．
一
睾

（
３
）
　
票
３
ｏ
。
．
§
よ
り
作
成
。
た
お
、
既
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
工
場
と
い
う
言
葉
の
概
念
は
暖
味
で
あ
る
こ
と
に
注

　
　
意
せ
よ
。

（
４
）
　
甲
ト
岸
曽
易
閑
二
申
四
一
〇
二
崖
一

（
５
）
　
キ
９
邑
竃
一
Ｐ
中
○
二
き
一
Ｈ
偉
．
な
お
、
こ
の
数
字
は
、
○
ｏ
考
ｏ
ま
ｏ
－
弓
き
邑
¢
｛
９
墨
げ
Ｈ
寿
き
◎
易
．
声
易
邑
け
竃
■
箏
｛
ヨ
事
寿
・

　
　
■
９
０
昌
争
昌
彗
。
・
彗
当
實
声
『
二
目
。
・
琴
艘
｝
彗
Ｏ
。
↓
葦
彗
｛
易
Ｎ
◎
〒
く
９
９
易
墨
９
宗
昌
声
■
才
註
昌
彗
ぎ
く
◎
量
二
）
Ｓ
Ｏ
昌
げ
胃

　
　
Ｈ
ｏ
◎
豪
・
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（
６
）
司
｝
■
塞
・
宇
書
旨
・
く
旨
射
＆
・
Ｐ
睾
毒
ま
－
冒
｛
く
導
浄
。
・
－
ｃ
・
茎
。
・
寿
象
嚢
呉
。
・
叶
凹
義
串
９
雷
Ｐ
巨
嚢
祭
ざ
｝
章

　
　
ま
二
Ｕ
｝
曇
９
旨
讐
Ｕ
胃
昌
。
。
冨
鼻
Ｈ
・
。
革
ミ
ｏ
・
お
よ
び
５
－
甲
－
邑
ミ
昇
串
串
Ｏ
二
さ
・
よ
り
作
成
。
な
お
、
く
県
肉
・
内
８
ｏ
－

　
自
９
打
串
Ｏ
忌
彗
署
ぎ
ざ
■
零
雪
昌
暮
ｑ
雰
き
一
ま
◎
Ｐ
窒
◎
・
－
３
０
．

（
７
）
　
穴
一
１
｝
．
■
■
｛
ミ
厨
一
串
Ｐ
Ｏ
二
８
．

（
８
）
　
向
げ
３
竈
・
な
お
、
織
布
業
と
仕
上
げ
業
、
お
よ
び
第
一
五
表
に
お
い
て
多
数
の
児
童
が
就
業
し
て
い
る
鉱
山
業
に
お
い
て
児
童
が
使

　
　
用
さ
れ
た
工
程
は
っ
ぎ
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
　
綿
織
物
業
の
ぱ
あ
い
、
柄
織
り
手
織
機
の
ぱ
あ
い
に
は
、
織
布
の
問
に
柄
軸
を
上
へ
引
っ
ぱ
る
い
わ
ゆ
る
「
Ｎ
庁
亘
旨
鷺
」
と
し
て
使

　
用
さ
れ
、
他
の
手
織
機
の
ぱ
あ
い
に
は
、
織
布
親
方
に
一
人
の
児
童
が
手
助
げ
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
世
紀
の
中
葉
に
は
こ
の
グ
ル
ー

　
プ
で
通
常
二
台
の
手
織
機
を
操
作
し
た
と
い
わ
れ
る
。
少
女
の
ぱ
あ
い
に
は
、
靴
下
や
レ
ー
ス
編
み
業
で
多
数
が
働
か
さ
れ
、
手
伝
い
と

　
糸
っ
ぎ
に
従
事
し
た
。
た
だ
し
、
一
八
〇
五
年
に
発
明
さ
れ
た
ジ
ャ
ヵ
ー
ド
織
機
の
ぱ
あ
い
に
は
、
「
簑
ｏ
ど
旨
。
ｑ
ｏ
」
は
不
必
要
で
あ
っ
た
。

　
　
仕
上
げ
業
の
ぱ
あ
い
、
漂
白
は
、
一
九
世
紀
初
頭
よ
り
屋
外
の
布
さ
ら
し
場
か
ら
屋
内
の
塩
素
漂
白
に
移
行
し
た
た
め
、
児
童
労
働
者

　
数
が
減
少
し
、
主
と
し
て
捺
染
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
少
女
は
手
プ
リ
ソ
ト
布
地
に
染
料
を
ぬ
っ
て
修
理
す
る
い
わ
ゆ
る

　
　
「
画
工
（
８
胴
・
Ｃ
Ｏ
Ｏ
巨
崖
Ｏ
ユ
昌
彗
昌
岸
｛
¢
昌
ト
易
昌
当
彗
旨
｛
ト
易
訂
窪
０
Ｈ
箏
ｑ
胃
｝
竃
争
＆
昌
Ｏ
奪
彗
Ｏ
り
一
◎
蔚
）
」
と
し
て
使
用
さ
れ
、

　
少
年
は
模
様
捺
染
の
さ
い
着
色
さ
れ
た
皮
を
な
で
る
い
わ
ゆ
る
「
な
で
つ
げ
児
童
（
。
。
◎
ｏ
ｑ
・
ｏ
ｏ
芹
９
ｏ
寿
－
己
胃
一
票
¢
げ
ｏ
ぎ
く
◎
宗
冒
昌
鼻

　
亀
¢
句
胃
巨
＆
胃
豊
げ
窃
吋
Ｏ
｛
９
彗
罫
箒
目
）
」
お
よ
び
染
色
場
で
の
手
伝
い
（
曽
彗
昌
彗
ぴ
ｑ
胃
）
と
し
て
使
用
さ
れ
た
（
向
巨
二
８
－
べ
Ｐ
）
。

　
　
鉱
山
業
で
は
、
工
業
化
以
前
よ
り
児
童
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
坑
外
労
働
と
し
て
は
選
別
（
匿
竃
訂
盲
轟
¢
）
、
破
砕
（
勺
Ｏ
Ｏ
亘
旨
。
ｑ
Ｏ
）
、



掃
除
（
○
。
竃
ま
ユ
昌
０
ｑ
¢
）
、
選
鉱
（
０
０
０
ぎ
己
且
昌
０
ｑ
¢
）
、
洗
鉱
（
事
註
Ｏ
ぎ
旨
お
０
）
に
従
事
し
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
も
な
お
坑
内
労
働
も

存
続
し
て
い
た
が
、
　
一
八
五
四
年
八
月
一
二
日
の
回
状
指
令
（
９
畠
Ｎ
庁
ぎ
－
胃
－
く
胃
昏
ｏ
ｑ
旨
。
ｑ
｝
易
団
邑
ぎ
｝
昌
鼻
声
お
易
け
Ｈ
ｏ
。
算
）

に
よ
り
ニ
ハ
歳
未
満
の
坑
内
労
働
が
禁
止
さ
れ
た
（
望
ｑ
二
事
）
。

　
の
　
児
童
労
働
者
の
状
態

　
一
九
世
紀
に
入
っ
て
ド
ィ
ッ
に
お
い
て
「
児
童
労
働
の
第
二
の
局
面
」
を
招
来
し
た
の
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
事
清
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
一
方
に
お
い
て
伝
統
的
身
分
杜
会
の
束
縛
か
ら
の
解
放
と
他
方
に
お
げ
る
初
期
の
工
場
の
雇
傭
能
カ
の
小
か
ら
生
じ
た
大

衆
貧
窮
、
そ
れ
と
初
期
の
工
業
化
が
必
要
と
し
た
新
し
い
熟
練
労
働
力
の
不
足
か
ら
、
労
働
市
場
に
お
い
て
不
熟
練
労
働
力
の
大
量

供
給
と
熟
練
労
働
力
の
過
少
供
給
が
生
じ
た
。
こ
う
し
て
初
期
の
工
場
の
労
働
者
は
、
高
賃
銀
を
得
る
一
部
熟
練
労
働
者
と
低
賃
銀

不
熟
練
労
働
者
群
に
大
き
く
二
分
さ
れ
、
こ
れ
を
と
り
ま
い
て
尤
大
な
産
業
予
備
軍
が
形
成
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
事
情
の
も
と
で
「
児
童
労
働
の
第
二
の
局
面
」
を
招
来
し
た
の
は
、
児
童
の
活
動
分
野
が
機
械
の
導
入
に
よ
り
新
た
に

開
か
れ
た
と
こ
ろ
へ
、
工
場
主
の
側
か
ら
す
る
、
熟
練
労
働
者
の
高
賃
銀
の
も
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
側
圧
に
対
抗
し
な
げ
れ

ぼ
な
ら
な
い
と
い
う
至
上
命
令
に
も
と
づ
く
、
成
人
不
熟
練
労
働
者
よ
り
も
さ
ら
に
低
賃
銀
の
児
童
労
働
力
の
雇
傭
の
必
要
と
、
両

親
の
側
か
ら
す
る
、
大
衆
貧
窮
の
も
と
で
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家
計
補
助
収
入
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
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事
情
で
あ
っ
た
。
こ
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察
の
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の
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か
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も
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衆
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杜
会
的
背
景
や
不
熟
練
労
働
力
の
大
量
供
給
と
い
う
労
働
市
場
の
あ
り
方
、
さ
ら

に
は
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
側
圧
へ
の
対
抗
と
い
う
工
場
主
の
至
上
命
令
と
い
っ
た
点
か
ら
も
、
児
童
労
働
者
が
悲
惨
た
状
態
に
お
か

れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
１
）

　
第
ニ
ハ
表
は
、
一
八
二
四
年
の
回
状
指
令
に
対
す
る
各
県
庁
の
報
告
書
か
ら
児
童
労
働
者
の
状
態
（
年
齢
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さ
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ソ
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デ
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知
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績
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嚇
◎
ｗ

　
　
　
げ
づ
巌
ピ
汁
↓
共
洋
“
菜
」
。

　
雰
阻
胃
旨
。
・
。
・
訂
Ｎ
薫
ぎ
Ｏ
｝
彗

　
　
「
０
勲
サ
ヴ
半
、
彗
〔
怜
欝
ｅ
苗
酔
き
轡
誉
Ｏ
～
畠
回
叫
彗
公
艸
。
。
～
Ｈ
Ｏ
尋
壁
轡
く
。
洋
聾
片
き
“
藷
玲
◎

射
畳
９
昌
暢
ぎ
・
薫
嚢
巨
一
内
ｏ
巨
Ｑ
量
箏
一
９
１
１
斗
ド
＜
さ
マ
こ
ミ
弄
べ
－
〉
＼
詞
片
三
片
撃
、
洋
萬
一

　
　
舟
奪
１
ー
ご
・
＼
碧
ま
欝
サ
ヴ
。
・
、
マ
＼
、
碧
汁
べ
灘
一
ニ
ベ
ー
碧
片
・
。
勲
サ
ヴ
一

　
　
球
璽
尋
理
１
１
、
亭
＼
頬
づ
冨
Ｈ
Ｈ
．
蜆
～
崖
尋
雪
。
〕
、
マ
＼
、
掴
Ｈ
Ｈ
～
崖
尋
理
。
７
）
＼
－
吊
・
。
～
崖
華
理
◎
〕
、
マ
＼
、
荊
咋
７
に
＼
－

　
　
　
叛
づ
再
涛
国
◎
Ｈ
Ｏ
扉
雷
塗
轡
か
渉
小
。

　
　
轟
融
１
１
、
亭
＼
詞
ｅ
欝
議
Ｈ
鏑
～
〕
、
マ
＼
、
涌
オ
彗
三
＆
ｅ
Ｈ
館
ｄ
◎
舟
粥
ラ
。
、
、
＼
詞
ｅ
讃
Ｈ
漣
ｄ
芦
轟
旨
～
罫
謙
薄
（
鰯
脈

　
　
　
ざ
び
。
時
６
汁
映
映
ｅ
ヰ
娯
ｅ
汁
浮
一
砲
蔓
汁
斗
ゴ
砲
羅
萬
戸
サ
サ
び
◎
涼
～
出
ｄ
葛
ざ
汁
暗
域
呼
黒
ｗ
〔
～
サ
“
栗
潟
轟
映
。
禽
弄

　
　
　
唐
う
洋
爵
～
難
甫
。

　
　
員
諮
１
ー
オ
彗
三
＆
き
図
ｅ
如
粥
ラ
叶
碧
オ
。
さ
一
片
憩
功
か
吊
．
尋
～
嵩
玲
。

Ｏ
◎
．
　
　
勺
Ｈ
◎
く
－
■
Ｎ
　
０
０
０
ブ
ー
０
０
０
｛
¢
一
Ｐ

　
射
ｏ
阻
ｇ
旨
暢
げ
竃
斥
斤
巨
晶
目
ぎ

　
　
肯
蓼
１
Ｉ
ｏ
勲
サ
“
峡
魯
。

　
　
昧
璽
尋
理
Ｈ
譜
尊
繭
Ｈ
鹸
ｄ
冨
蟄
ｃ
◎
尋
サ
ワ
涛
ｏ
◎
昂
鼎
ｄ
。
斗
“
メ
Ｈ
鹸
ｄ
口
兼
覇
戸
８
耳
萬
一
灌
事
苓
舜
戸
Ｈ
Ｎ
尋
理
呼
糊
叫
び
◎
グ

　
　
　
涛
覇
峡
璽
汝
洋
吠
ざ
び
。

　
　
溝
融
１
１
斗
“
ヌ
Ｈ
鹸
ｅ
舟
づ
身
謹
ｅ
升
～
づ
煎
涛
昧
薄
サ
饒
洋
｝
ｏ
ざ
び
ｅ
ｄ
砕
叱
昌
汁
愚
嘩
一
掛
濁
ぺ
汁
茸
ビ
。
舜
＞
ポ
詰
ｄ
磁
鍛
一
妻

　
　
　
繭
掛
蝉
仙
砲
尋
鴇
～
洋
Ｏ
；
Ｏ
爵
汗
『
◎
帝
討
芦
魯
宰
◎
汁
前
「
弟
暮
薬
菖
プ
良
糧
～
神
用
玲
一

　
内
¢
阻
¢
昌
潟
。
・
一
Ｕ
竃
マ
斥
零
¢
。
。
Ｈ
警

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
三
」
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
員
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
二
二
七
）



卜

切
．

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）

六
〇
（
二
二
八
）

舟
薮
１
１
。
。
勲
営
ワ
峡
璽
。

峡
璽
華
理
１
Ｉ
Ｈ
ｏ
～
崖
再
国
。

溝
瓢
一
勇
誼
～
ゲ
唐
萄
づ
一
爵
書
蹄
酋
づ
良
糊
～
麹
甫
。

勺
Ｈ
◎
ま
■
Ｎ
ｃ
つ
ｐ
ｏ
｝
ｃ
ｏ
ｏ
■

舟
薮
～
峡
璽
堺
理
１
１
雰
阻
¢
昌
お
・
。
ぎ
Ｎ
薫
竃
婁
ｏ
巨
お
ｄ
弄
ｏ
勲
サ
ヴ
ｏ
～
Ｓ
揖
理
峡
璽
。
雰
。
・
｛
ｏ
昌
謁
。
・
ぎ
Ｎ
薫
睾
晶
｛
ｏ
ぎ
お
づ
声

○
勲
ｄ
、
ワ
り
～
崖
事
理
球
璽
。
雰
。
・
－
胃
昌
。
・
。
。
げ
竃
一
宍
卑
｛
膏
け
ｄ
誉
ｏ
勲
サ
巨
◎
～
Ｈ
Ｈ
塀
囲
昧
璽
。

癬
親
１
１
Ｈ
ミ
】
ミ
７
堀
◎
碑
潜
蒔
Ｈ
鹸
ｄ
節
粥
。
撞
涛
一
煎
跨
一
冷
跨
◎
弁
彊
轟
理
酎
＞
ざ
（
一
督
ト
華
サ
ヴ
、
斗
ｏ
昂
映
ｄ
嚢
凍
輿
◎

　
脚
峡
璽
◎

翼
諮
１
１
×
ミ
氏
、
ミ
、
洞
ｅ
－
キ
キ
“
ｕ
Ｈ
潮
帥
罪
昧
府
雫
。

卑
Ｏ
ま
冨
卑
彗
｛
彗
巨
お

舟
臨
沙
～
峡
土
轡
堺
理
１
１
内
ｏ
ｏ
ｑ
｛
¢
Ｈ
目
目
ｏ
ｑ
ｏ
り
げ
ｏ
Ｎ
寸
斤
句
Ｈ
四
箏
斤
｛
■
ユ
｝
＼
Ｏ
・
ｄ
“
汁
べ
Ｎ
ｏ
＞
◎
｝
巾
〕
鮒
“
１
轡
岬
一
　
〇
～
Ｈ
べ
餓
ｄ
峡
趣
一
轟
国
甲
片
べ
～
Ｈ
ｏ
珊
理
ｏ

射
畳
§
壱
蓮
薫
巾
・
房
Ｏ
§
ｄ
二
〇
◎
Ｏ
言
壷
竺
申
岱
。
・
勲
片
◎
撞
蜆
～
０
翌
子
涛
０
～
◎
。
珊
鼎
ｄ
Ｎ
畢
囲
◎
丑
繁
ｄ
璽

　
〈
。
』
…
欝
薄
Ｈ
蛸
づ
声
涛
ｏ
◎
罪
サ
ヴ
哲
蜆
塀
沖
ｄ
。
曽
彗
ｏ
葬
＆
け
吋
邑
９
づ
芦
Ｈ
ｏ
◎
轟
舟
行
一
Ｈ
８
＞
（
ひ
ヅ
脈
ワ
脈
潜
浮
Ｈ
鹸
ｅ

釦
ｄ
警
＞
）
法
璽
竺
べ
～
Ｈ
姦
ｄ
汁
婁
ヰ
菩
？
お
勢
峨
璽
揖
璽
鮪
Ｈ
軍
国
一
伸
べ
華
国
一
魯
享
聲
・
糊
｝
球
警
・
謙
掛
叫

　
小
映
浄
ｏ
◎

溝
溺
１
１
】
“
＼
、
、
ミ
ニ
＼
＞
斗
Ｈ
メ
斗
－
斗
亭
叛
づ
艸
涛
国
峡
璽
雌
渋
坤
吠
浮
汁
癌
嘩
。
光
、
、
ト
掴
ｄ
芦
曲
欝
魯
Ｈ
鮪
◎
舟

　
蝿
ぐ
、
～
難
昨
◎
疎
婁
ム
亭
）
＼
ｄ
芦
溝
鶏
洋
麓
粛
粥
〈
洋
７
～
難
甫
◎

輿
誼
１
１
、
“
＼
、
ご
；
・
＼
＞
斗
Ｈ
メ
斗
１
さ
マ
頬
ｄ
艸
蝸
〈
一
慨
薄
蝉
埜
汁
↓
十
ヰ
。
光
、
、
ト
師
ｄ
戸
拭
ｄ
↓
騎
智
洋
肝

　
諦
呼
叫
小
片
ｏ
デ
駕
紺
洋
Ｈ
鹸
冊
ｅ
調
講
↓
戸
浄
か
斗
法
藩
怜
ｄ
一
慨
薄
蝉
坤
声
↓
十
ヰ
。
坤
嶺
ム
ミ
）
＼
ｄ
弄
一
劃
誰
～
蹴
域
蹄

　
（
酋
揮
ｅ
溝
蝉
峡
璽
黙
嫡
叶
酋
糊
洋
寓
罧
曽
〉
◎
愈
亘
ｅ
潜
健
呼
ぎ
俳
薄
灘
埜
汁
。
。
＄
＞
“
〃
議
砲
洋
洋
舜
ミ
。
・
＞
凶
斗
十
ジ

　
Ｎ
ｓ
＞
法
皿
爾
～
涛
蚕
◎
如
薄
功
一
３
＞
む
一
灘
酎
呼
怜
く
浄
９
（
ラ
洋
ラ
～
難
酔
。

　
ま
ず
、
年
齢
で
は
、
第
一
六
表
の
ラ
ィ
ソ
州
デ
ュ
ヅ
セ
ル
ド
ル
フ
県
ゲ
ル
デ
ル
ソ
郡
に
お
げ
る
四
才
か
ら
の
使
用
が
例
外
と
し
て

注
目
さ
れ
る
が
、
Ａ
．
ト
ゥ
ー
ソ
は
、
一
八
三
九
年
以
前
に
お
い
て
、
ま
た
一
八
五
〇
年
代
に
至
っ
て
も
な
お
、
こ
の
県
で
は
六
～



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

九
才
の
児
童
の
使
用
が
普
通
で
あ
一
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
第
ニ
ハ
表
か
ら
、
シ
ユ
レ
ー
ジ
一
ソ
、
ザ
ク
セ
ソ
、
ブ
ラ
ソ

デ
ソ
ブ
ル
ク
の
諸
州
に
ー
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
年
令
の
児
童
は
、
両
親
の
貧
困
を
考
察
し
た
さ
い
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
工
場
近
辺
の
貧
乏
人
の
家
庭
か
ら
通
勤
し
た

ば
あ
い
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
ぼ
あ
い
は
、
白
宅
通
勤
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
格
的
な
工
業
化
の
進
行
が
開
始
し
て
い
た
一
八

五
三
年
に
お
い
て
差
お
、
一
八
五
三
年
法
の
草
案
を
審
議
す
る
た
め
に
形
成
さ
れ
た
下
院
の
委
員
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
が
通

纂
気
力
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
あ
る
地
域
に
密
集
し
て
存
在
し
て
い
る
の
に
対
し
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
工
場
が
水
力
に
依
存
共

い
る
の
で
・
農
村
に
分
散
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
年
少
労
働
力
の
不
足
の
恐
れ
は
非
常
に
稀
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
他
方
・
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
げ
る
二
ー
ダ
ー
ラ
イ
ソ
綿
工
業
の
労
働
者
の
居
住
地
に
っ
い
て
、
Ｈ
．
ヘ
ル
タ
ー
ス
は
、
綿
工
場
が

鉄
工
業
や
鉱
山
業
に
お
げ
る
よ
う
に
ー
急
速
に
成
長
し
て
、
あ
る
中
心
地
に
集
中
し
な
い
で
、
農
村
に
分
散
し
て
い
た
た
め
、
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
大
部
分
は
土
着
民
で
あ
り
、
小
土
地
を
所
有
し
て
農
業
を
兼
営
し
て
お
り
、
住
宅
問
題
は
発
生
し
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
以

上
に
加
え
て
、
第
ニ
ハ
表
の
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル
ク
州
ポ
ツ
ダ
ム
県
や
ベ
ル
リ
ソ
の
報
告
に
・
お
い
て
、
自
宅
で
不
規
則
な
生
活
を
送
り
、

両
親
の
粗
野
な
行
動
を
見
習
う
よ
り
も
、
工
場
で
働
い
た
方
が
よ
い
と
述
べ
て
い
る
点
を
も
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
児
童
の
多
く
が
自

宅
通
勤
者
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
ほ
ぼ
問
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
、
一
九
世
紀
前
半
の
ラ
イ
ソ
地
方
で
は
、
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ー
ヴ
ア
ソ
、
テ
ル
ソ
ク

に
み
た
バ
ル
メ
ソ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
繊
維
工
業
の
工
業
化
の
進
展
に
伴
な
い
、
近
辺
移
動
を
中
心
と
す
る
人
口
移
動
が
生
じ
、

都
市
へ
の
人
口
集
中
も
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

労
働
時
間
は
・
ア
ー
一
ソ
の
毛
織
物
業
の
ぼ
あ
い
、
家
内
工
業
経
営
の
時
代
に
は
朝
七
時
か
を
七
時
ま
で
で
あ
つ
た
の
が
、
機

械
が
導
入
さ
れ
て
以
後
、
朝
六
時
か
ら
夜
八
時
ま
で
に
延
長
さ
れ
、
同
じ
こ
と
が
紡
績
業
と
霧
立
て
業
に
お
い
て
も
生
じ
た
と
い
わ

　
　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
二
二
九
）



　
　
　
一
篶
命
館
経
済
学
一
第
二
十
八
巻
．
第
二
号
一
　
　
　
　
　
六
二
一
二
三
・
一

れ
て
い
る
。
。
．
Ｗ
．
一
ル
ド
ブ
リ
ユ
ヅ
ガ
、
も
、
機
械
の
使
用
が
人
問
を
生
産
の
道
具
と
化
し
・
児
童
と
婦
人
が
一
〇
時
問
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

一
四
時
問
鹿
か
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
一
八
七
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
繊
維
工
業
に
お
げ
る
労
働
時
問
は
最
少
三
時
問
・
通

常
一
四
上
五
時
間
、
し
ぼ
し
ば
二
一
上
七
時
問
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
噂
同
じ
状
況
が
・
第
二
一
表
か
ら
壷
白
に
看
取

間時働労の
土
里

児るけおに地各
ツイドの年

２
５

１
８表

１
７第

間
間
で
問
問
間
問
間
間

時
時
ま
時
時
時
時
時
時

１
４
１
６
問
１
４
１
２
１
４
１
４
１
２
１
２

～
～
時
～
～
～
～
一
～

１
０
７
１
５
１
０
６
９
１
３
７
８

　
０
一
　
吐
　
乱

　
ｔ
　
　
　
　
　
ｇ
　
ｇ

　
ｒ
　
　
　
　
　
ｒ
　
ｒ

・
血
屹
　
肋
肋
ｍ

舳
瓢
鴛
賦
醐

Ｂ
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｂ
Ｓ

問
問
問
で
間
問
間
間
間
間

鵬
塒
鵬
叢
鵬
鵬
鵬
塒
鵬

常
～
～
間
～
～
～
一
～
～

通
１
０
１
０
時
６
８
ｕ
ｕ
％
８

　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

ｎｈ０１ｒｅＳＩ

ｄｎｕｍれ
ＯＤ

ｎｅｇａＨ

ｍ
ｕｈＣＯＢ

ｆｒＯｄ１ｅＳ
・
ｕ
ｓ

皿
ｎｅｈ

肥
Ａ

岨

１
ｅｏ

ｂＫ

ｅｈＯ“Ｅ

ｎ机Ｋ

ｒｅ
．
ｎ

Ｔ

し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
八
二
五
年
の
ド
ィ
ツ
各
地
に
お
げ
る
児
童
の
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

時
問
は
、
第
一
七
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
労
働
時
問
は
成
年
男
子
労
働
者
の
労
働
時
問
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
た
。

と
い
う
の
は
、
初
期
の
工
場
に
お
い
て
は
、
機
械
の
操
作
は
労
働
者
の
グ
ル
ー
ブ
に
よ
り
行

な
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
二
人
の
労
働
者
が
多
数
の
機
械

を
操
作
す
る
の
で
は
た
く
、
多
数
の
労
働
者
が
一
台
の
機
械
を
操
作
す
る
初
期
に
あ
っ
て
は

ま
さ
に
、
、
労
働
グ
ル
ー
プ
的
性
格
が
支
配
的
で
あ
る
。
あ
る
一
人
が
労
働
グ
ル
ー
プ
の

機
能
に
対
し
て
責
任
を
も
ち
、
か
れ
に
付
属
す
る
補
助
労
働
者
、
つ
ま
り
婦
人
と
児
童
を
指

揮
す
る
。
繊
維
工
業
、
と
く
に
織
布
工
場
の
初
期
に
は
、
家
内
織
布
業
の
家
族
的
性
格
が
・

場
合
に
よ
っ
て
は
他
人
の
子
供
が
自
分
の
子
供
の
代
り
に
た
る
と
し
て
も
、
し
ば
し
ば
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
ｏ
）

ま
ま
工
場
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
。

　
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
一
八
五
三
年
法
の
草
案
に
お
い
て
二
一
～
一
四
才
の
児
止
里
の
労

働
時
問
を
七
時
問
に
制
限
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
さ
い
、
下
院
の
審
議
に
お
い
て
・
デ
ー

ゲ
ソ
コ
ル
プ
（
Ｕ
、
胴
。
鼻
◎
写
が
こ
れ
に
反
対
し
、
六
時
問
に
制
限
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
時
・



そ
の
理
由
の
一
っ
と
し
て
成
年
労
働
者
の
労
働
時
問
が
一
般
的
に
一
二
時
間
で
あ
る
の
で
、
七
時
問
と
し
た
ぼ
あ
い
、
年
少
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

の
一
四
時
問
二
交
代
制
（
Ｏ
ｏ
暑
穿
ｏ
巨
ｏ
葦
）
と
矛
盾
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
、
Ｋ
・
ｌ
Ｈ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
も
ま
た
、
「
一
八
五

三
年
の
法
律
に
よ
っ
て
一
二
～
二
二
才
の
労
働
時
問
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
が
、
繊
維
工
業
の
多
く
の
企
業
家
に
か
な
り
の
期
問
の
過

渡
期
を
設
け
る
こ
と
を
懇
願
さ
せ
た
根
拠
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
二
倍
の
（
？
）
数
の
年
少
労
働
力
を
、
圧
倒
的
に
農
業
を
営
ん

で
い
る
杜
会
に
お
い
て
調
達
し
て
く
る
こ
と
の
困
難
が
指
摘
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、
年
少
者
と
成
人
と
の
問
で
必
要
で
あ
っ
た
技
術

的
に
制
約
さ
れ
た
協
力
関
係
が
指
摘
さ
れ
た
。
人
は
労
働
時
問
の
最
近
の
制
限
を
、
そ
れ
に
、
よ
り
工
場
経
営
が
高
度
に
阻
害
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

で
あ
ろ
う
が
ゆ
え
に
、
一
般
的
禁
止
と
同
一
視
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
よ
り
、
初
期
の
工
場
に
お
い
て
は
機
械
の
操
作
が
労
働
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
た
め
、
成
年

労
働
者
と
年
少
労
働
者
の
労
働
時
間
の
問
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。
紡
績
工
場
で
は
、
一
八
五
二
年
の
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
郡
に
お
い
て
、
手
紡
績
機
の
ぼ
あ
い
、
通
常
大
人
一
人
に
年
少
労
働
者
一
名
が
付
い
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
、
一
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

三
年
に
粗
紡
機
の
操
作
に
は
一
人
の
大
人
に
五
名
の
児
童
が
必
要
で
あ
り
、
古
い
紡
績
機
の
ば
あ
い
大
人
一
人
に
子
供
三
名
、
新
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

の
イ
ギ
リ
ス
機
械
の
ぼ
あ
い
一
名
の
子
供
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
織
布
業
で
は
、
柄
織
り
機
の
ぼ
あ
い
、
織
布
工
以
外
に
二
名
の
い
わ
ゆ
る
セ
Ｎ
宥
旦
暮
電
、
、
と
呼
ば
れ
る
補
助
を
必
要
と
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

の
他
の
手
織
機
の
ば
あ
い
、
織
布
親
方
に
一
名
の
児
童
が
必
要
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
織
布
業
の
ぼ
あ
い
、
一
八
四
六
年
に
六
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

○
○
名
の
児
童
は
工
場
に
お
い
て
で
は
な
く
、
織
布
工
の
家
で
働
い
て
い
た
。

　
児
童
の
雇
傭
に
っ
い
て
は
、
Ｗ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
と
初
期
の
工
場
が

労
働
者
契
約
制
度
（
ぎ
ぎ
ま
鼻
昌
蔓
芽
ゑ
¢
昌
）
を
利
用
し
た
こ
と
は
、
し
ぼ
し
ぼ
観
察
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
さ

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
間
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
二
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
二
三
二
）

い
に
は
特
定
の
労
働
過
程
が
あ
る
個
人
（
親
方
、
下
級
親
方
自
津
ｇ
豪
ゑ
胃
、
等
）
に
委
託
さ
れ
、
　
か
れ
が
労
働
者
を
雇
傭
し
、
労
働

者
に
賃
銀
を
支
払
っ
た
。
こ
の
制
度
が
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
常
に
あ
る
生
産
過
程
が
な
お
完
全
に
完
成
さ
れ
て
い
な
い

か
、
ま
た
は
徹
底
し
た
変
容
に
服
し
て
い
な
い
時
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
制
度
は
、
一
八
世
紀
と
一
九
世
紀
初
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

に
、
あ
る
生
産
過
程
、
た
と
え
ぼ
織
物
捺
染
の
、
手
工
業
か
ら
集
中
経
営
へ
の
移
行
に
さ
い
し
て
現
わ
れ
た
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

　
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
労
働
者
契
約
制
度
は
、
捺
染
業
に
お
け
る
熟
練
労
働
者
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
な
で
っ
げ
児
童
」
の
雇
傭

　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

や
、
ヵ
ラ
ス
エ
場
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
吹
き
人
（
ｇ
易
雪
器
胃
）
に
よ
る
自
分
の
子
供
や
他
人
の
子
供
の
雇
傭
に
お
い
て
認
め
ら
れ
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

様
の
こ
と
が
小
鉄
工
業
や
製
紙
工
場
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
紡
績
工
場
の
ば
あ
い
、
一
八
四
四
年
の
ク
ロ
ム
フ
ォ
ー
ド
エ
場
の
工
場
規
則
に
よ
る
と
、
紡
績
工
程
に
お
い
て
は
、
紡
績
工
が
児

童
を
雇
傭
し
た
が
、
認
可
権
が
工
場
主
に
あ
り
、
か
れ
ら
の
使
用
も
紡
績
工
に
よ
っ
て
工
場
規
則
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
。
工
場
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

の
第
一
〇
条
と
第
一
一
条
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
観
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
八
四
四
年
の
ク
ロ
ム
フ
ォ
ー
ド
に
お
け
る
Ｊ
・
Ｇ
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
ル
マ
ン
の
工
場
に
対
す
る
工
場
規
則
（
句
き
ユ
ぎ
ま
昌
お
｛
言
皇
¢
司
凹
－

　
巨
吋
・
旨
－
・
｝
・
○
・
奉
・
団
昌
。
・
９
§
昌
巨
９
・
昌
気
＝
・
。
拝
一

　
　
第
一
〇
条
。
紡
績
工
は
木
管
配
当
工
（
ト
■
埣
８
ぎ
『
）
と
取
り
っ
げ
工
（
声
■
昌
胃
｝
胃
）
を
自
分
で
調
達
し
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

　
工
場
主
が
認
可
の
権
利
と
必
要
な
ば
あ
い
に
は
か
れ
ら
を
解
雇
す
る
権
利
を
留
保
し
、
通
常
は
紡
績
親
方
が
工
場
主
の
名
前
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

　
権
利
を
行
使
す
る
権
限
を
も
っ
。

　
　
第
二
条
。
紡
績
工
は
木
管
配
当
工
と
取
り
っ
げ
工
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
を
勤
勉
に
、
時
間
を
厳
守
し
て
行
た
う
よ
う
に
さ
せ
ね
ぱ
た
ら
ず
、

　
か
れ
ら
が
許
可
な
く
機
械
を
離
れ
る
こ
と
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
。
紡
績
工
は
木
管
配
当
工
と
取
り
っ
げ
工
を
厳
し
く
厳
格
に
、
し
か
も
上
手
に

　
取
り
扱
わ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
か
れ
ら
の
万
一
の
怠
慢
ま
た
は
不
従
順
の
さ
い
に
は
直
ち
に
紡
績
親
方
に
そ
の
こ
と
を
報
告
し
た
け
れ
ぱ
な
ら
た
い
。



　
こ
の
規
定
か
ら
、
熟
練
労
働
者
に
よ
っ
て
自
分
の
子
供
か
他
人
の
子
供
が
雇
傭
さ
れ
た
が
、
認
可
権
は
工
場
主
に
あ
り
、
児
童
労

働
者
の
状
態
に
つ
い
て
も
、
工
場
主
が
一
切
の
責
任
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　
賃
銀
は
非
常
に
低
か
っ
た
。
さ
き
の
例
で
は
、
大
人
が
一
〇
グ
ロ
ツ
シ
ェ
ソ
で
す
る
同
じ
仕
事
を
児
童
は
ニ
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ソ
三
プ

フ
ェ
ニ
ッ
．
ヒ
で
行
な
っ
た
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
県
の
他
の
紡
績
工
場
の
例
で
は
、
一
八
二
三
年
に
小
さ
い
子
は
ニ
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ソ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

大
き
い
子
が
三
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ソ
を
支
払
わ
れ
、
六
才
の
子
供
が
昼
夜
交
替
の
労
働
に
従
事
し
て
い
た
。
一
八
四
四
年
に
二
－
ダ
ー
ラ

イ
ソ
の
あ
る
紡
績
工
場
で
は
、
一
二
名
の
労
働
者
の
う
ち
、
五
四
名
が
年
少
労
働
者
で
あ
り
、
一
日
の
賃
銀
の
総
支
出
額
が
七
〇

マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
労
働
老
の
う
ち
で
、
最
高
給
与
所
得
者
は
粗
紡
工
（
雰
ま
お
－
己
９
く
◎
易
旦
旨
¢
Ｈ
）
で
あ
っ
て
、
　
一
目
の
平
均
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

銀
は
一
．
九
〇
マ
ル
ク
で
あ
り
、
年
少
労
働
者
の
最
低
賃
銀
は
二
一
ニ
プ
フ
ェ
ニ
ッ
ヒ
で
あ
っ
た
。
以
上
の
例
か
ら
、
年
少
労
働
者
が

甚
だ
し
い
低
賃
銀
で
働
い
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
賃
銀
の
支
払
い
形
態
と
し
て
は
、
繊
維
工
業
の
ぼ
あ
い
、
通
常
あ
る
生
産
過
程
が
労
働
者
グ
ル
ー
プ
の
請
負
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

（
声
寿
◎
ａ
胃
げ
ｏ
６
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
た
め
、
「
熟
練
労
働
者
の
賃
銀
は
、
し
ば
し
ば
総
賃
銀
（
串
葦
ｏ
婁
星
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

　
　
ゲ
ヒ
ル
７
エ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

か
ら
手
伝
い
の
賃
銀
と
、
ほ
と
ん
ど
の
ぼ
あ
い
、
原
料
費
も
ま
た
引
か
れ
た
の
で
あ
る
」
。
こ
の
総
賃
銀
額
は
、
紡
績
工
場
の
ぼ
あ

い
、
生
産
さ
れ
た
紡
糸
の
一
定
量
に
対
す
る
統
一
的
な
率
で
計
算
さ
れ
、
織
布
工
場
の
ぼ
あ
い
、
織
ら
れ
た
出
来
高
に
よ
る
か
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

た
は
横
糸
の
数
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
。

　
一
九
世
紀
前
半
の
具
体
的
事
例
は
不
明
で
あ
る
の
で
、
一
八
七
二
年
の
ク
回
ム
フ
ォ
ー
ド
の
紡
績
工
場
の
例
を
示
す
な
ら
ば
、
一

台
の
自
動
、
、
、
ユ
ー
ル
紡
機
を
昼
夜
四
名
づ
つ
、
計
八
名
で
操
作
し
、
請
負
給
は
、
八
名
の
団
体
請
負
（
９
君
潟
畠
葬
◎
ａ
）
の
形
で
、

　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ヒ
　
｝

す
な
わ
ち
昼
夜
の
作
業
方
に
分
離
し
な
い
で
、
総
生
産
高
に
対
し
て
計
算
さ
れ
た
。
い
ま
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
と
Ｂ
が
、
一
四
日
ご
と
の

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
二
三
三
）



の機紡ルユ
、
、
、

動自る
）
げ
分
お
間
に
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９５
●

２２

０６
●

５１；
８
０

７
・

Ｂ
＋

０４

８
一

１：
２
０９

Ｂ
Ｂ

十

０３

３
一

３

０２７２

０５２２

０８
●

７

０２

９
一

■
ｏ
■
ユ

一
〇
臥
１

　
　
　
　
　
ｒ

　
　
　
　
　
ｅ

　
　
　
ｒ
　
ｋ

　
　
　
ｅ
　
　
Ｃ

　
　
　
ｋ
　
　
ｅ

　
　
　
Ｃ
　
ｔ

　
　
　
ｅ
　
Ｓ

　
　
　
　
ｆ

　
　
　
ｔ

　
　
　
Ｓ
　
ｕ

　
Ａ
Ａ
甘
鮎

　
　
ｒ
ム
ｔ

Ａ
鴛
鴛

　
．
脾
ｍ

帥
１
・
・
工
工

ｍ
屹
Ａ
当
当

が
並
工
配
配

Ｓ
Ｍ
げ
管
管

工
工
つ
木
木

績
紡
り
間
間

紡
問
取
昼
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
二
三
四
）

支
払
い
で
、
二
〇
〇
マ
ル
ク
の
請
負
給
を
得
た
と
す
る
。
グ
ル
ー
プ
Ａ
は
第
一
週
は
昼
間
労
働
、
第

二
週
は
夜
問
労
働
を
行
た
い
、
Ｂ
は
そ
の
逆
と
た
る
。
グ
ル
ー
プ
Ａ
と
Ｂ
の
紡
績
工
は
各
一
〇
〇
マ

ル
ク
を
得
て
、
第
一
八
表
の
よ
う
に
分
配
し
た
。
こ
の
さ
い
、
木
管
配
当
工
は
、
年
少
労
働
者
の
夜

間
労
働
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
昼
問
労
働
専
用
の
年
少
労
働
者
と
夜
間
労
働
専
用
の
年
長
若
者

に
分
か
れ
、
後
者
の
労
働
時
間
の
方
が
長
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
賃
銀
の
分
配
額
が
高
く
た
っ
て
い

る
。
ま
た
、
補
助
労
働
者
へ
の
賃
銀
の
支
私
い
は
、
紡
績
工
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る

弊
害
を
防
ぐ
た
め
、
会
杜
の
会
計
（
■
◎
ま
蓄
８
）
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
こ
の
関
係
は
、
一
八
九
四
年

に
自
動
ミ
ュ
ー
ル
紡
機
か
ら
リ
ソ
グ
紡
機
（
雲
箏
暢
旦
；
昌
馨
巨
目
）
へ
と
移
行
す
る
ま
で
保
た
れ
て

　
（
２
８
）

い
る
。

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
二
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
綿
工
業
で
は
、
紡
績
工
場
の
ば
あ
い
、
粗
紡
機
は
、
一
名
の

婦
人
労
働
者
と
一
名
の
見
習
い
（
５
～
昌
ぎ
｝
彗
）
と
し
て
の
年
少
女
子
労
働
者
に
よ
り
操
作
さ
れ
、

二
人
で
請
負
給
を
得
た
。
精
紡
機
で
は
、
婦
人
精
紡
工
が
空
の
糸
わ
く
を
取
り
っ
げ
、
一
杯
に
な
っ

た
糸
わ
く
を
取
り
外
す
作
業
を
行
な
い
、
出
来
高
賃
銀
を
得
た
。
取
り
外
さ
れ
た
糸
わ
く
は
、
年
少

の
日
給
で
働
く
補
助
少
女
が
片
附
げ
た
。
硫
綿
と
打
綿
の
補
助
少
女
も
日
賃
銀
を
支
給
さ
れ
た
。
織

布
工
場
の
ぱ
あ
い
、
繰
返
し
機
械
や
撚
糸
機
械
（
ｏ
。
り
巨
－
昌
｛
寒
ぎ
昌
馨
崖
■
）
に
お
げ
る
年
少
少
女

の
準
備
作
業
に
は
目
賃
銀
が
支
払
わ
れ
、
織
布
工
に
は
出
来
高
賃
銀
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
賃
銀
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

計
算
は
一
四
日
ご
と
で
、
週
末
に
で
は
た
く
、
週
の
中
問
の
あ
る
目
に
支
払
わ
れ
た
。



　
一
九
世
紀
前
半
の
繊
維
工
業
に
お
い
て
、
児
童
労
働
者
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
賃
銀
が
支
払
わ
れ
た
の
か
、
に
つ
い
て
の
資
料

が
な
い
の
で
・
一
八
七
〇
年
以
降
の
事
例
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
例
か
ら
、
一
九
世
紀
前
半
に
、
多
く
の
ば
あ
い
、
児
童

労
働
者
は
、
あ
る
生
産
過
程
を
請
負
っ
た
労
働
者
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
団
体
請
負
給
の
な
か
か
ら
、
熟
練
労
働
者
に
よ
り

時
間
賃
銀
の
彩
態
で
支
払
い
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
最
後
に
・
作
業
環
境
に
ー
っ
い
て
は
、
ま
ず
、
初
期
の
工
場
の
作
業
空
問
は
非
常
に
狭
か
っ
た
。
ク
ロ
ム
フ
オ
ー
ド
の
工
場
は
、

「
六
階
建
て
で
、
低
い
天
井
を
も
っ
た
広
問
に
狭
い
窓
が
っ
き
、
機
械
が
並
ん
で
い
た
。
水
車
場
は
狭
く
、
や
せ
た
若
者
で
も
水
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

と
壁
の
問
を
注
意
深
く
通
ら
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
」
。
こ
う
し
た
狭
い
空
問
の
壕
と
騒
音
の
な
か
で
作
業
が
行
な
わ
れ
た
。
ア

ー
ヘ
ソ
の
あ
る
工
場
で
は
、
「
天
井
の
低
い
空
問
に
、
戸
を
通
し
て
挨
っ
ぽ
く
熱
い
空
気
が
流
れ
込
ん
で
く
る
。
…
綿
紡
績
で
は

も
っ
と
も
ひ
ど
く
壕
が
立
っ
。
綿
花
を
急
速
に
１
か
き
ま
ぜ
、
流
き
ほ
ぐ
し
、
清
掃
す
る
時
、
物
凄
い
挨
が
の
ど
に
入
る
。
騒
音
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

言
葉
が
全
然
聞
き
と
れ
な
い
ほ
ど
喧
し
い
」
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
空
問
で
、
　
「
工
場
制
度
の
始
め
に
は
、
…
…
す
べ
て
の
人
が
区
別
な
し
に
１
並
ん
で
仕
事
を
し
た
。
子
供
、
一
〇
代
半
ば

の
若
者
と
少
女
、
男
子
と
婦
人
が
過
熱
し
た
都
屋
の
た
か
で
、
一
枚
の
シ
ヤ
ツ
と
ス
カ
ー
ト
を
着
た
の
み
で
あ
る
。
各
人
の
養
恥
心

が
消
え
失
せ
、
語
調
が
服
装
に
照
応
し
て
際
限
な
く
粗
野
に
た
っ
て
い
き
、
神
経
の
興
奮
す
る
薄
暮
と
、
背
中
と
背
中
、
ま
た
は
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

の
側
面
と
側
面
が
触
れ
合
っ
て
働
く
夜
問
に
は
、
粗
野
塗
言
葉
が
た
お
粗
野
な
行
動
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
」
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
で
の
児
童
労
働
の
結
果
は
っ
ぎ
の
如
く
で
あ
っ
た
。
　
「
児
童
は
い
っ
も
成
人
と
整
列
し
て
働
い
た
。
全

労
働
時
問
の
間
、
児
童
は
ぶ
っ
通
し
で
工
場
に
い
た
。
し
ぱ
し
ば
た
だ
一
片
の
パ
ソ
の
み
で
あ
っ
た
昼
食
す
ら
も
、
か
れ
ら
は
紡
績

場
の
挨
と
と
も
に
自
分
自
身
の
た
か
へ
の
み
込
ん
だ
。
自
由
な
空
気
の
な
か
で
の
運
動
は
間
題
外
で
あ
っ
た
。
悪
天
侯
や
寒
い
時
に

　
　
　
　
三
月
前
期
の
ブ
ロ
イ
セ
ソ
に
，
お
げ
る
「
杜
会
間
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
（
二
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
（
二
三
六
）

露
出
部
分
の
多
い
み
す
ぼ
ら
し
い
衣
服
を
着
て
い
て
、
ど
こ
へ
か
れ
ら
は
行
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
結
果
は
っ
ぎ
の
如
く
で
あ
っ

た
。
虚
弱
児
で
、
疲
労
困
燈
し
、
頭
は
か
さ
ぶ
た
だ
ら
げ
で
、
目
は
た
だ
れ
、
胸
は
肺
病
を
病
み
、
胃
は
痛
み
、
か
れ
ら
は
丘
ハ
役
義

務
の
役
に
立
た
ず
、
学
校
に
も
行
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
者
は
、
い
っ
た
ん
は
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
う
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

少
く
と
も
、
い
つ
も
は
職
工
長
（
事
¢
津
暮
家
３
の
恐
ろ
し
い
声
が
奪
い
去
る
、
し
ば
し
の
眠
り
と
憩
い
を
手
に
入
れ
る
。
学
校
教

育
は
問
題
外
で
あ
り
、
多
く
の
者
は
か
れ
ら
の
年
令
を
知
ら
ず
、
ま
た
か
な
り
の
者
は
自
分
の
名
前
も
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
楡
“

　
少
女
の
ば
あ
い
、
通
常
工
場
は
自
宅
か
ら
数
時
問
離
れ
た
急
流
の
辺
り
に
あ
っ
た
た
め
、
雪
や
寒
い
時
、
ま
た
は
風
雨
の
時
、
他

の
労
働
者
と
と
も
に
、
綿
く
ず
と
ご
み
を
部
屋
の
隅
に
集
め
、
自
宅
の
固
い
寝
床
よ
り
も
暖
く
、
か
っ
柔
か
く
し
て
寝
た
。
　
「
明
か

り
が
消
さ
れ
た
。
集
っ
ぽ
く
、
悪
臭
の
満
ち
た
広
問
の
な
か
に
は
、
ま
ど
ろ
み
の
平
和
は
始
ま
ら
な
か
っ
た
。
い
な
、
子
供
が
野
蛮

な
享
楽
の
観
客
者
を
演
じ
る
驚
く
べ
き
放
縦
が
始
ま
っ
た
。
仕
事
が
真
夜
中
、
ま
た
は
朝
の
三
時
頃
終
る
時
に
は
、
少
女
は
一
目
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

休
養
を
と
り
、
…
…
床
の
う
え
に
転
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
プ
回
イ
セ
ン
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
、
機
械
の
導
入
に
よ
っ
て
児
童
労
働
の
新
し
い
分
野
が
開
か

れ
た
こ
と
、
工
場
主
に
と
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
対
抗
す
る
た
め
に
低
賃
銀
児
童
労
働
者
を
雇
傭
す
る
こ
と
が
至
上
命
令
に
な
っ

た
こ
と
、
お
よ
び
大
衆
貧
窮
と
い
う
杜
会
的
背
景
の
も
と
で
両
親
に
も
ま
た
子
供
の
家
計
補
助
収
入
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
、
等
の

要
因
が
重
な
り
合
っ
て
、
　
「
児
童
労
働
の
第
二
の
局
面
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
児
童
労
働
は
、
工
業
化
の
進
展
し
た
プ
肩
イ

セ
ン
の
各
地
に
お
い
て
、
新
た
な
展
開
を
遂
げ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
げ
ラ
ィ
ソ
州
の
綿
紡
績
業
に
集
中
し
て
い
た
・

児
童
は
、
熟
練
労
働
者
の
監
督
の
も
と
で
、
集
と
悪
臭
に
満
ち
た
狭
い
空
問
と
非
道
徳
的
な
環
境
の
な
か
で
、
長
時
問
の
低
賃
銀
労

働
を
強
い
ら
れ
た
結
果
、
就
学
義
務
を
果
さ
ず
、
兵
役
義
務
の
役
に
も
立
た
な
い
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
虚
弱
児
と
な
っ
て
い



っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
児
童
労
働
者
の
状
態
を
背
景
と
し
て
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る
児
童
労
働
者
保
護
の
立
法
過
程
が
進

行
す
る
の
で
あ
る
。
っ
ぎ
に
、
立
法
過
程
の
考
察
に
す
す
む
こ
と
に
し
ょ
う
。

（
１
）
　
○
．
穴
．
声
ま
ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
○
二
〇
。
、
睾
よ
り
作
成
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ソ
ト
ラ
ー
ト

（
２
）
　
な
お
、
一
八
二
四
年
八
月
二
二
目
に
、
児
童
労
働
に
っ
い
て
の
デ
ュ
ヅ
セ
ル
ド
ル
フ
郡
会
の
質
問
に
対
し
、
ラ
ー
テ
イ
ソ
ゲ
ソ
市
長

　
　
が
、
か
れ
の
管
轄
区
域
に
あ
る
ク
ロ
ム
フ
ォ
ー
ド
紡
績
工
場
の
状
態
に
っ
い
て
回
答
し
た
点
を
表
示
し
て
お
く
と
、
第
一
八
表
の
如
く
で

　
　
あ
る
（
オ
．
内
警
昌
彗
員
目
ｏ
巨
｛
易
巨
¢
忌
内
雲
ｏ
巨
饒
◎
Ｐ
ｏ
ｏ
べ
－
ｏ
ｏ
ｏ
◎
・
９
Ｐ
§
己
け
｝
易
讐
申
申
Ｏ
・
・
ｏ
◎
Ｈ
・
）
。

一
３
一
≧
菅
易
宗
葺
暴
巨
易
一
亭
彗
寿
宥
ま
９
旨
＝
プ
・
。
声
、
げ
。
奪
工
、
。
。
一
。
、
畠
、
一
一
二
喜
、
ポ
尋
ぎ
景
．
ミ
・

（
４
）
　
Ｐ
穴
．
声
卑
◎
Ｐ
Ｐ
２
０
・
一
竃
・
た
だ
し
、
ク
ロ
ム
フ
大
ー
ド
の
工
場
は
辺
都
な
場
所
に
あ
っ
た
た
め
、
労
働
老
の
徴
募
が
困
難
で
牽

　
　
っ
た
が
、
こ
の
た
め
に
同
時
に
、
労
働
者
の
他
部
門
へ
の
流
出
が
稀
で
あ
り
、
労
働
の
平
和
を
維
持
す
る
の
に
も
都
合
が
よ
か
っ
た
と
い

　
　
わ
れ
て
い
る
（
戸
－
○
ｏ
昌
昌
９
戸
申
Ｐ
Ｏ
二
お
べ
・
）
。

（
５
）
　
Ｐ
｝
睾
¢
景
申
申
○
二
旨
－
Ｈ
９
量
。
。
ｏ
山
・
。
・
た
お
、
二
〇
～
二
五
歳
の
未
婚
女
性
が
グ
ラ
ー
ト
バ
ツ
ハ
等
の
都
市
へ
大
量
に
移
動

　
　
し
始
め
る
の
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
移
動
は
、
一
八
五
〇
年
代
に
新
ら
し
い
綿
工
場
が
建
設
さ
れ
た
結
果
と
し

　
　
て
生
じ
た
。
　
一
八
五
五
年
八
月
に
ー
グ
ラ
ー
ト
バ
ツ
ハ
で
一
五
、
○
○
○
錘
の
大
株
式
紡
績
会
杜
が
操
業
を
開
始
し
、
　
一
八
五
九
年
に
は

　
　
一
、
○
○
○
人
の
労
働
老
を
雇
傭
し
て
い
た
。
そ
の
さ
い
、
五
〇
〇
人
以
上
の
少
女
が
一
挙
に
・
都
市
に
流
入
し
た
。
彼
女
達
は
、
最
初
は

　
　
会
杜
の
大
広
問
を
寝
室
と
し
て
提
供
さ
れ
、
そ
こ
で
起
居
し
た
。
一
八
六
八
年
に
は
宿
泊
所
も
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
観
律
が
厳
格

　
　
で
あ
１
っ
た
た
め
、
白
由
を
求
め
て
下
宿
を
探
し
、
そ
こ
か
ら
通
勤
し
た
。
こ
の
自
由
か
ら
風
紀
上
好
ま
し
く
た
い
も
ろ
も
ろ
の
間
題
が
生

　
　
じ
て
い
る
（
牢
↓
プ
目
Ｐ
Ｕ
庁
冒
｝
易
芽
宥
Ｐ
昌
宕
庁
宗
冒
｝
９
Ｐ
向
易
訂
Ｈ
弓
｝
¢
－
－
Ｈ
お
、
ミ
ト
）
。

（
６
）
豊
３
Ｈ
芦

（
７
）
目
．
考
．
宰
き
碁
。
・
９
Ｐ
Ｐ
○
二
紅
。
。
。
。
・

（
８
）
　
声
一
↓
｝
弓
Ｐ
Ｏ
庁
Ｈ
目
ら
厚
ｏ
ｏ
旨
庁
ｐ
冒
≠
庁
｛
¢
昌
｝
９
箏
一
同
易
試
Ｈ
↓
｝
¢
戸
Ｈ
ベ
ベ
・
牢
・
｝
９
試
易
・
串
串
Ｏ
二
Ｈ
９

一
９
一
－
套
竃
冒
§
易
貫
暴
○
・
。
。
・
巨
ま
二
９
夏
二
胃
青
ず
箒
二
箏
９
募
・
巨
彗
＝
・
目
§
二
三
二
一
二
曇
、
一
轟
鼻

　
異
Ｈ
し
Ｃ
・
Ｏ
Ｏ
募
嚢
ド
｝
胃
一
，
Ｈ
彗
二
〇
．
事
．
嚢
一
一
§
旨
一
目
Ｏ
ま
邑
ま
自
・
雰
く
・
一
目
け
ぎ
ニ
ベ
・

　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
１
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
二
三
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）

七
〇
（
二
三
八
）

域
デ
区
の
轄
て
管
・
　
し
の
つ
れ
に
か
動，
矧
。

は
童
た

長
巳
え

市
引
答

ソ
　
　
こ

灸

イ
７
合

蒸

鳩
胎
２
２
　
フ

　
一
レ

月
　
オ
一
ノ

８
　
　
　
ト

４
年
〃
ル

２
　
　
セ

８
ロ
　
　
ヅ

ー
ク
　
（
ユ

表
１
８第

１
一

働で場工
◎
　
　
◎

く
る
ら
す
働
を
問
食
時
乞

１
２
は
は
童
ら
児
れ
い
か
な
　
か

態
遇
異

状
境
に

た
じ
う

う
同
よ

よ
は
の

の
ら
ど

ど
れ
と

は
か
童

活
，
児

生
て
い

の
し
な
◎

童
そ
か
か

児
。
働
る

の
か
で
い

述
る
場
て

上
あ
工
つ

　
に
の
た

２
一

　
　
　
　
０

と
ま
持
困
る

ほ
た
維
は
い

，
っ
を
童
て

で
立
康
児
し

か
，
健
い
を

な
か
の
な
食

の
う
童
か
乞

物
な
児
働
，

建
行
が
で
り

い
ら
事
こ
な

よ
が
仕
そ
に

の
な
う
。
気

し
き
な
る
病

通
歩
行
い
ら

風
ど
で
て
か

　
ん
ま
し
窮

体
じ
較

自
同
比

れ
。
と

そ
か
童

は
る
児

態
あ
い

状
に
な

康
態
か

健
状
働

の
た
で

童
う
場

児
よ
工
。

の
の
の
か

ら
ど
層
う

れ
て
階
ど

こ
し
民
て

　
と
国
し

３
一

よ童児の他は
態
。
状
い
康
良
健
，
の
く

童
な
児
く
場
悪
工
も
　
り

り
あ
よ
に
童
事
◎

児
仕
か

の
は
の

他
由
る

が
理
あ

態
の
に

状
そ
こ

康
，
ど

健
ぱ
は

の
れ
た

童
す
ま

児
と
，

場
い
か

工
悪
の
も
る

４
一

ほ
人
，
成

は
に
者
者
た
業
い
工
働
手
で
た
場
夫
工
丈
績
で
紡
康
。

に
健
る

時
ど
い

幼
ん
て

　
と
し

に
対

康
に
健
人，成
は
た
人
つ
成
か
。

た
な
か

い
の
態

働
要
状

で
必
な

場
の
う

工
そ
よ

に
，
の

時
て
ど

幼
し
て

　
関
し

５
一

０
、

帆
はで切適も律法るなかし

場

歳
１
６ら

綿の他のそ）
ｎｅＳＳａＰｆｕＡ（

しおに陸大は
。
場
た
工
つ
績
あ
紡
で
械
場
機
工

漂
し
鯖
好
馴
働
鞘
競

紡
１
５
な
６
１
２
良
見
労
４
０
当
最

　
　
　
　
　
　
　
糸
　
　
　
て

結
い
わ
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
前

の
つ
思
　
　
，
　
　
　
◎
　
　
て
　
　
。
以

査
こ
と
　
書
◎
◎
◎
か
　
　
っ
　
か
が

獄
施
蜘
鮒
慧
聯
　
欣
蝪

っ
使
で
　
の
の
い
い
る
　
　
を
　
て
の

な
の
切
童
場
て
て
な
　
事
し
似

行
へ
適
　
児
工
い
い
か
　
　
仕
　
続
類

て
働
が
　
る
る
働
働
い
　
　
な
　
存
る
◎

い
労
律
　
い
い
昼
夜
は
　
　
う
　
げ
い
か

つ
場
法
　
て
て
が
　
童
。
◎
よ
　
だ
て
た

に
工
る
　
い
い
童
　
児
は
は
の
　
れ
し
い

点
の
な
　
働
働
児
　
の
間
態
ど
　
ど
鎖
て

の
童
か
。
で
が
の
　
ら
時
状
は
　
は
閉
し

え
児
い
か
場
童
人
　
れ
働
康
童
。
場
在
在

う
，
，
る
工
児
何
　
こ
労
健
児
か
工
現
存

　
果
て
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
に



（
１
０
）
≠
穿
・
ぎ
■
Ｈ
；
竃
至
ユ
・
匡
婁
胃
旨
｛
。
。
９
邑
胃
０
。
↓
・
↓
鼻
嚢
・

（
ｕ
）
　
目
９
目
｛
Ｏ
｝
く
◎
寿
昌
Ｐ
箏
Ｐ
Ｕ
庁
ト
ま
¢
岸
胃
印
９
帽
Ｏ
－
昌
Ｏ
吋
Ｏ
■
曾
Ｏ
Ｏ
Ｏ
｝
¢
■
声
げ
ぴ
ｑ
Ｏ
冒
｛
箏
Ｏ
試
■
－
｝
目
Ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
◎
ト
Ｏ
◎
．
Ｈ
Ｏ
◎
０
Ｐ
団
胃
－
ぎ
宕
０
０
◎
・
害
・
　
な

　
　
お
、
一
八
五
三
年
法
の
草
案
を
め
ぐ
る
議
論
の
た
か
で
、
交
代
制
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
く
腎
Ｏ
・
．
『
声
津
◎
Ｐ
凹
．
９
・
Ｏ
・
一

　
　
◎
◎
Ｏ
０
１
０
◎
ト
Ｏ
Ｏ
べ
ー
Ｏ
◎
Ｏ
〇
一

（
１
２
）
　
穴
．
－
甲
■
■
｛
三
讐
Ｐ
Ｐ
○
ニ
ベ
ト
・

（
１
３
）
　
甲
目
津
¢
曇
Ｐ
９
．
○
二
〇
・

（
１
４
）
　
穴
．
－
甲
■
■
ｑ
ま
讐
與
．
Ｐ
○
二
〇
〇
・

（
１
５
）
　
向
９
二
Ｓ
．

（
１
６
）
　
向
げ
３
竃
．

（
１
７
）
　
向
巨
．
一
胃
．

（
１
８
）
　
ミ
・
司
〆
ｏ
ぎ
い
Ｈ
昌
睾
訂
ま
ｏ
；
９
實
旨
｛
。
。
◎
Ｎ
邑
胃
ｏ
〇
一
ｐ
け
易
一
閉
崖
－
胃
閉
．
な
お
、
Ｗ
・
フ
ィ
ヅ
シ
ャ
ー
は
、
こ
の
文
章
に
つ
づ
げ

　
　
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
労
働
者
契
約
制
度
は
、
し
か
も
一
九
世
紀
に
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
も
ま
た
、
と
く
に
テ
ィ
ラ
ｒ
シ
ス

　
　
テ
ム
が
こ
の
制
度
を
駆
逐
す
る
ま
で
の
互
換
性
部
品
の
大
量
生
産
方
法
と
し
て
の
ミ
シ
ソ
製
造
と
ラ
イ
フ
ル
銃
製
造
に
お
い
て
も
現
わ
れ
、

　
　
今
目
で
は
、
オ
ｉ
ト
メ
イ
シ
ヨ
ソ
化
へ
の
移
行
に
さ
い
し
て
部
分
的
に
再
び
前
面
化
し
て
い
る
」
と
。

（
１
９
）
　
向
げ
ら
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竃
．

（
２
０
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キ
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■
Ｐ
団
¢
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Ｎ
膏
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震
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２
１
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奉
穿
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昌
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事
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註
一
９
乙
つ
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ｐ
募
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軍
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２
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¢
昌
８
胃
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Ｐ
９
．
○
二
Ｈ
閉
ｏ
。
．

（
２
３
）
９
内
．
声
暮
ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
○
‘
ｏ
．
た
お
、
一
八
二
三
年
に
、
あ
る
紡
績
工
場
で
は
、
六
歳
の
児
童
の
う
ち
、
昼
問
労
働
に
従
事
し
た
者

　
　
九
六
名
、
夜
間
労
働
に
従
事
し
た
者
六
五
名
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
の
紡
績
工
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
五
名
と
八
○
名
で
あ
っ
た
（
向
ｇ
二

　
　
閉
．
）
。

（
２
４
）
　
声
｝
賢
¢
量
串
甲
○
二
〇
・

（
２
５
）
　
向
巨
二
墨
・

三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
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に
ー
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
嘗
（
川
本
）
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（
２
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奉
．
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８
亭
■
Ｈ
昌
胃
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巨
¢
昌
｝
胃
昌
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。
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◎
Ｎ
邑
弩
ｃ
。
一
凹
け
易
一
塞
。
・
．

（
２
７
）
甲
｝
筆
¢
員
四
．
中
○
二
軍

（
鵬
）
　
句
．
］
■
．
○
ｏ
昌
昌
ｏ
『
戸
　
四
一
串
Ｏ
．
．
　
－
Ｎ
０
０
－
Ｈ
い
ト

（
２
９
）
｝
．
｝
津
¢
員
四
．
～
．
○
二
轟
－
Ｎ
ト
§

（
３
０
）
キ
皇
昌
一
昌
¢
Ｈ
己
易
ま
ｏ
彗
昌
＆
¢
Ｈ
｝
９
Ｐ
向
易
雪
宗
昌
ミ
ｏ
．

　
　
　
目
易
。
ｑ
二
Ｐ
Ｐ
Ｏ
二
〇
◎
◎
・
の
写
真
を
参
照
せ
よ
。

（
３
１
）
声
・
弓
ぎ
Ｐ
畠
¢
Ｈ
邑
易
ま
¢
凹
昌
；
＆
胃
｝
９
Ｐ
内
易
雪
豪
¢
芦
Ｈ
奉

（
３
２
）
向
区
二
Ｈ
ミ
ー
ミ
岬
．

（
３
３
）
向
茎
二
一
ミ
ー
岩
・
。
．

（
３
４
）
向
巨
二
Ｈ
暮

七
二
（
二
四
〇
）

た
お
、
こ
の
工
場
の
外
観
に
つ
い
て
は
、

ｃ
ｏ
．
◎
§
目
鼻


